
なくそう貧困。命の水を！なくそう貧困。命の水を！
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Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
会
員
綱
領

　

私
た
ち
は
、
世
界
の
平
和
と

人
間
の
基
本
的
人
権
を
守
る
た

め
に
人
々
と
の
「
友
情
と
信

頼
」
に
基
づ
く
「
理
解
と
協
力

と
連
帯
」
の
輪
を
ア
ジ
ア
と
世

界
に
広
げ
ま
す
。

　

か
か
る
目
的
を
も
っ
て
私
た

ち
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
会
員
は
以
下
の
こ

と
に
努
め
ま
す
。

一
、
よ
り
人
間
ら
し
い
地
球
社

会
の
創
造
を
め
ざ
し
ま
す
。

一
、
ア
ジ
ア
と
世
界
の
人
々
の

幸
せ
に
奉
仕
し
ま
す
。

一
、
地
球
の
自
然
環
境
を
大
切

に
守
り
ま
す
。

一
、
生
活
の
無
駄
を
省
き
、
地

球
資
源
を
大
切
に
し
ま
す
。

一
、
こ
れ
ら
の
奉
仕
活
動
を
通

し
て
、
自
分
と
他
人
の
生い

の
ち命

の
価
値
を
高
め
ま
す
。

以
上

　アジア18カ国に井戸を贈る国際協力団体（NGO）で
す。1979年に大阪で設立。誰もが生まれてきて良かった
と思える社会を目指し、2019年3月現在、井戸建設（累計
2033基）や植林（累計255万本)、子ども教育支援を中心に
活動しています。全国都道府県認可の社団法人取得第１号
団体です。2012 年４月１日からは、内閣総理大臣の認定
を受け、公益社団法人になりました。
　海外との交流・協力活動は、インド、インドネシア、バ
ングラデシュ、タイ、マレーシア、フィリピン、スリラン
カ、ネパール、韓国、カンボジア、シンガポール、ミャン
マー、ラオス、中国、ベトナム、モンゴル、パキスタン、
アフガニスタン、さらに西アフリカのブルキナファソにも
広がり、友情のネットワークが形成されています。
　日本国内でも、各地でチャリティープログラム、自然環
境プログラムなどを行っています。
※ホームページ　https://jafs.or.jp

 本会へのご寄付は、寄付金控除の対象です
　ＪＡＦＳは内閣府より公益社団法人としての認定を受け
ています。ＪＡＦＳへの寄付金や会費（社員会費は除く）
は、申告によって、所得税、法人税、相続税について税制
上の優遇措置（寄付金控除）を受けることができます。
　確定申告の際、税額控除、所得控除のいずれか有利な方
を選択できます。本会発行の領収書を添付して申告してく
ださい。法人税は損金の額に算入することができます。相
続税は最寄りの税務署などにお問い合わせください。

アジア協会アジア友の会とは
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ほ
っ
け
・
と
し
ろ
う　

三
重
県
生
ま
れ
︒
１
９
７
０
年
、
神
戸
大

学
経
済
学
部
卒
︒
朝
日
新
聞
社
会
部
次

長
、
地
域
報
道
部
長
、
大
阪
本
社
代
表
室

長
、
朝
日
ビ
ル
社
長
を
経
て
２
０
１
４
年

か
ら
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
理
事
︒
﹁
和
歌
山
カ
レ
ー

毒
物
混
入
事
件
﹂
の
ス
ク
ー
プ
で
日
本
新

聞
協
会
賞
、
長
期
連
載
﹁
こ
の
国
の
足

音
﹂
で
坂
田
賞
を
受
賞
︒

●
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
●

ね
ば
な
ら
な
い
事
が
あ
る
、
と
信
じ
て
一

歩
前
に
踏
み
出
し
た
の
で
す
。
戦
争
の
被

害
は
子
ど
も
や
お
年
寄
り
、
貧
し
い
人
ら

に
し
わ
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
シ
リ
ア
か
ら
多

く
の
人
た
ち
が
国
外
に
脱
出
し
て
い
ま
す

が
、
お
金
の
な
い
人
た
ち
は
そ
の
地
に
と

ど
ま
る
し
か
す
べ
が
な
い
の
で
す
。
コ
ル

ヴ
ィ
ン
さ
ん
、
山
本
美
香
さ
ん
は
そ
の
窮

状
を
世
界
に
訴
え
よ
う
と
し
た
の
で
す
。

　

Ａ
君
―
。
リ
タ
イ
ア
後
、
小
生
は
ご
縁

が
あ
っ
て
「
ア
ジ
ア
協
会
ア
ジ
ア
友
の

会
」
（
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
）
の
雑
誌
編
集
の
お
手

伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
は
「
貧

困
の
な
い
一
つ
の
ア
ジ
ア
」
を
目
指
し
て

井
戸
堀
、
植
林
な
ど
の
活
動
を
続
け
て
い

ま
す
。
戦
場
取
材
の
よ
う
な
危
険
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
何
よ
り
も
現
場
を
大
事
に
す

る
こ
と
、
人
が
人
と
し
て
生
き
る
権
利

（
人
権
）
に
目
配
り
す
る
と
い
う
二
つ
の

点
で
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
事
務
所
は
大
阪
・
肥
後
橋
に
あ
り
ま

す
。
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　

Ａ
君
―
。
お
元
気
で
す
か
。
年
頭
の
ご

挨
拶
は
去
年
9
月
に
公
開
さ
れ
た
映
画

「
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
ウ
ォ
ー
」
（
マ
シ
ュ

ー
・
ハ
イ
ネ
マ
ン
監
督
）
か
ら
は
じ
め
ま

す
。
ア
メ
リ
カ
人
の
女
性
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
、
メ
リ
ー
・
コ
ル
ヴ
ィ
ン
の
生
涯
を
描

い
た
作
品
で
す
。
エ
ー
ル
大
学
卒
。
Ｕ
Ｐ

Ｉ
通
信
で
警
察
担
当
記
者
を
務
め
た
後
、

英
国
の
サ
ン
デ
ー
・
タ
イ
ム
ス
に
入
社
。

レ
バ
ノ
ン
内
戦
、
湾
岸
戦
争
、
チ
ェ
チ
ェ

ン
紛
争
な
ど
の
現
場
を
駆
け
巡
り
、
ス
リ

ラ
ン
カ
の
内
戦
を
取
材
中
に
被
弾
し
て
左

眼
を
失
明
。
海
賊
の
よ

う
な
眼
帯
を
ま
い
て

取
材
を
続
け
た
伝
説

の
戦
場
記
者
で
す
。

２
０
１
２
年
２
月
、
内

戦
下
の
シ
リ
ア
・
ホ
ム

ス
の
バ
バ
ア
ム
地
区
に

駐
留
し
て
反
政
府
勢
力

を
取
材
。
政
府
軍
に
包

囲
さ
れ
た
２
万
８
千
人
の
市
民
の
過
酷
な

状
況
を
Ｂ
Ｂ
Ｃ
、
Ｃ
Ｎ
Ｎ
放
送
な
ど
を
通

し
て
世
界
に
ラ
イ
ブ
中
継
し
ま
し
た
。

「
今
日
、
幼
い
子
に
爆
弾
の
破
片
が
当
た

り
、
小
さ
な
お
腹
を
波
打
た
せ
て
死
ん
で

い
き
ま
し
た
」
。
そ
の
数
時
間
後
、
政
府

軍
の
砲
弾
を
受
け
て
亡
く
な
り
ま
し
た
。

享
年
56
歳
。
半
年
後
の
12
年
８
月
、
や
は

り
シ
リ
ア
で
内
戦
を
取
材
中
の
日
本
人
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
山
本
美
香
さ
ん
（
ジ
ャ

パ
ン
プ
レ
ス
所
属
、
当
時
45
歳
）
も
政
府

軍
の
銃
撃
を
受
け
て
死
亡
し
て
い
ま
す
。

　

Ａ
君
―
。
小
生
は
１
９
８
７
年
５
月
３

日
夜
、
朝
日
新
聞
阪
神
支
局
襲
撃
事
件
の

現
場
か
ら
記
事
を
送
り
ま
し
た
。
散
弾
銃

を
持
っ
た
覆
面
姿
の
男
が
支
局
に
侵
入
。

小
尻
知
博
記
者
（
当
時
29
歳
）
を
殺
害
、

も
う
一
人
に
重
傷
を
負
わ
せ
ま
し
た
。
小

生
は
当
時
、
社
会
部
の
宿
直
班
。
現
場
に

駆
け
付
け
、
血
だ
ま
り
の
ソ
フ
ァ
の
そ
ば

で
鉛
筆
を
握
っ
て
い
る
最
中
、
「
支
局
を

爆
破
す
る
」
と
の
脅
迫
電
話
が
あ
っ
た
の

を
今
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。
４
カ
月

後
に
は
朝
日
新
聞
名
古
屋
本
社
の
寮
の
テ

レ
ビ
に
散
弾
が
撃
ち
込
ま
れ
る
事
件
、
翌

88
年
３
月
に
は
静
岡
支
局
の
駐
車
場
に

２
５
４
本
の
ク
ギ
を
詰
め
込
ん
だ
時
限
爆

弾
が
仕
掛
け
ら
れ
る
事
件
が
起
き
て
い
ま

す
。
い
ず
れ
も
未
解
決
の
ま
ま
で
す
。
戦

争
取
材
や
政
治
の
腐
敗
、
犯
罪
報
道
な
ど

で
命
を
落
と
し
た
記
者
は
こ
の
10
年
だ
け

で
７
０
０
人
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

Ａ
君
―
。
世
の
人
は
「
そ
ん
な
危
険
な

場
所
に
行
か
な
け
れ
ば
良
い
の
に
」
と
思

う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
亡
く
な

っ
た
記
者
た
ち
は
命
を
賭
し
て
も
報
道
せ

伝説の戦場記者

法花 敏郎
アジア協会アジア友の会

常任理事
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11
カ
国
か
ら
96
人
が
参
加

　

セ
ミ
ナ
ー
の
会
場
は
バ
リ
島
南
部
の
デ
ィ

ア
ナ
プ
ラ
大
学
と
ホ
テ
ル
の
会
議
室
。
イ
ン

ド
、
日
本
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
タ
イ
、
ネ
パ
ー
ル
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
11
カ
国
か
ら
96
人
が

参
加
し
た
。

　

２
０
１
９
年
10
月
8
日
朝
、
デ
ィ
ア
ナ
プ

ラ
大
学
の
ホ
ー
ル
。
ピ
ン
ク
と
ブ
ル
ー
の
あ

で
や
か
な
民
族
衣
装
に
身
を
包
ん
だ
5
人
の

大
学
生
が
歓
迎
の
民
族
舞
踊
を
披
露
し
た
。

アジア国際ネットワークセミナー

教育は未来への教育は未来への
　パスポート　パスポート

療
に
詳
し
い
ア
ユ
ー
ラ
農
業
大
学
の
ワ
ッ
シ

ャ
・
タ
プ
リ
ィ
教
授
は
「
家
族
と
地
域
の
健

康
を
支
え
る
ハ
ー
ブ
の
利
益
」
と
題
し
て
講

演
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
薬
用
植
物
を
用

い
る
イ
ン
ド
大
陸
の
伝
統
的
医
学
の
ア
ユ
ー

ル
ヴ
ェ
ー
ダ
、
ヨ
ガ
、
ユ
ナ
ニ
（
イ
ス
ラ
ム

医
学
）
な
ど
の
自
然
医
療
が
政
府
の
認
可
を

受
け
て
い
る
。
最
近
、
現
代
医
学
を
補
完
・

代
替
す
る
医
療
と
し
て
注
目
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
こ
れ
に
伴
っ
て
薬
用
植
物
の
需
要

も
増
加
し
、
世
界
中
の
植
物
性
薬
品
の
貿
易

高
は
年
間
３
兆
５
千
億
円
に
達
す
る
。

　

ア
ジ
ア
は
薬
用
植
物
の
宝
庫
で
、
生
産
高

は
世
界
の
44
％
を
占
め
る
。
ア
メ
リ
カ
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
諸
国
、
日
本
に
輸
出
さ
れ
て
い

る
。
タ
プ
リ
ィ
教
授
は
ス
ラ
イ
ド
で
様
々
な

病
気
の
治
療
に
使
わ
れ
る
薬
草
や
栽
培
法
を

紹
介
し
た
。
自
然
医
療
に
使
え
る
こ
れ
ら
の

植
物
や
木
の
葉
、
根
っ
子
、
果
物
な
ど
を
製

薬
会
社
に
持
ち
込
め
ば
お
金
に
な
る
。

　

「
ア
ジ
ア
の
村
に
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
薬
用
植
物
は
家
族
や
地

域
社
会
の
健
康
を
守
り
、
貧
困
か
ら
救
う
有

力
な
手
段
で
す
」
と
タ
プ
リ
ィ
教
授
。
地
域

が
取
り
組
む
こ
れ
か
ら
の
課
題
と
し
て
「
市

場
調
査
と
組
織
化
さ
れ
た
栽
培
方
法
」
を
あ

げ
た
。
参
加
国
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
は
「
薬
草

は
人
間
の
体
に
優
し
い
」
（
タ
イ
）
、
「
医

療
費
は
高
い
。
薬
草
は
身
の
回
り
に
い
く
ら

で
も
あ
る
の
で
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
そ
の
活
用
を
推

進
す
べ
き
だ
」
（
カ
ン
ボ
ジ
ア
）
な
ど
の
声

が
上
が
っ
た
。

　

貧
困
層
を
救
う
教
育
の
取
り
組
み
を
各
国

場
料
、
駐
車
場
な
ど
の
観
光
収
入
は
う
な
ぎ

の
ぼ
り
。
と
こ
ろ
が
、
観
光
地
へ
の
恩
恵
を

調
べ
る
と
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
が
し
っ
か
り

し
て
い
る
か
ど
う
か
で
大
き
な
差
が
あ
る
。

夕
日
が
美
し
い
ヒ
ン
ズ
ー
教
の
タ
ナ
・
ロ
ッ

ト
寺
院
は
地
方
の
役
所
と
業
者
が
地
元
そ
っ

ち
の
け
で
入
場
料
、
駐
車
料
金
、
店
舗
の
テ

ナ
ン
ト
料
収
入
を
す
べ
て
独
占
し
て
い
た
。

こ
れ
に
不
満
な
地
元
の
人
た
ち
が
デ
モ
を
す

る
な
ど
抗
議
し
た
結
果
、
7
年
前
か
ら
よ
う

や
く
収
入
の
４
割
が
地
元
の
複
数
の
村
、
二

つ
の
お
寺
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
。
残
る
6

割
は
今
も
地
方
の
役
所
の
収
入
だ
。

　

他
方
、
７
０
０
匹
の
サ
ル
が
住
む
森
「
モ

ン
キ
ー
フ
ォ
レ
ス
ト
」
や
海
が
エ
メ
ラ
ル
ド

グ
リ
ー
ン
の
パ
ン
ダ
ワ
ビ
ー
チ
で
は
観
光
ブ

ー
ム
の
最
初
か
ら
村
人
た
ち
が
会
議
を
重
ね

て
対
応
を
協
議
し
た
。
地
方
の
役
所
が
口
を

出
す
前
に
管
理
を
地
元
に
一
元
化
。
こ
れ
に

よ
り
観
光
の
収
入
は
す
べ
て
村
に
入
る
仕
組

み
を
確
立
し
た
。
入
場
料
な
ど
の
収
入
は
地

元
の
宗
教
行
事
、
子
ら
の
奨
学
金
に
使
わ

れ
、
観
光
資
源
の
な
い
他
の
村
か
ら
う
ら
や

ま
し
が
ら
れ
て
い
る
。

　

プ
ト
ラ
教
授
は
「
バ
リ
に
は
ほ
か
に
も
観

光
地
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
パ
ン
ダ
ワ

ビ
ー
チ
の
よ
う
な
ラ
ッ
キ
ー
な
ケ
ー
ス
に
な

る
と
は
限
ら
な
い
。
観
光
資
源
を
管
理
で
き

る
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
が
必
要
で
す
」
と
話
し

た
。豊

富
な
薬
草
の
活
用
を
提
言

　

薬
草
と
ハ
ー
ブ
の
専
門
家
で
イ
ン
ド
の
医

アジア国際ネットワークセミナーに11カ国から集った参加者たち
＝2019年10月８日、インドネシア・バリ島、ディアナプラ大学

バ
リ
島
で
ア
ジ
ア
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ミ
ナ
ー

　

ア
ジ
ア
の
貧
困
層
を
支
援
す
る
「
公
益
社
団
法
人
ア
ジ
ア
協
会
ア
ジ
ア
の
会
」
（
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
）
が
ア
ジ
ア
各
国
の
仲
間
を
集
め
て
明
日
へ

の
課
題
を
話
し
合
う
「
第
29
回
ア
ジ
ア
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ミ
ナ
ー
」
が
２
０
１
９
年
10
月
８
日
か
ら
４
日
間
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
バ
リ

島
で
開
か
れ
た
。
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
創
立
40
周
年
を
迎
え
た
節
目
の
年
の
テ
ー
マ
は
「
貧
困
か
ら
人
々
を
救
済
し
、
地
域
社
会
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成

す
る
教
育
の
役
割
」
。
学
校
や
ト
イ
レ
の
建
設
、
貧
し
い
子
ら
の
教
育
費
を
支
援
す
る
里
親
制
度
、
遠
隔
地
の
子
ら
の
受
け
皿
と
な
る
学
生

寮
の
運
営
な
ど
様
々
な
取
り
組
み
が
報
告
さ
れ
た
。
講
師
か
ら
「
ア
ジ
ア
に
豊
富
な
薬
草
や
ハ
ー
ブ
の
栽
培
を
、
貧
困
か
ら
抜
け
出
す
手
段

に
し
よ
う
」
と
の
提
言
が
あ
り
、
高
原
の
ハ
ー
ブ
園
を
見
学
し
た
。
大
会
は
教
育
の
在
り
方
が
私
た
ち
の
暮
ら
し
や
人
生
と
密
接
な
か
か
わ

り
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
。
活
動
目
標
と
し
て
①
基
礎
教
育
の
重
視
②
貧
困
層
へ
の
知
識
と
技
術
の
伝
達
③
思
い
や
り
と
人
間
の
価
値

観
を
育
む
教
育
の
継
続
な
ど
に
取
り
組
む
ー
と
の
大
会
宣
言
を
採
択
し
た
。
（
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
常
任
理
事
・
広
報
企
画
委
員
長　

法
花 

敏
郎
）

「
貧
困
か
ら
の
脱
出
」め
ぐ
っ
て
論
議　

ラ
イ
・
ウ
タ
マ
学
長
が
開
始
の
合
図
を
告
げ

る
大
き
な
ド
ラ
を
叩
い
た
。

　

「
デ
ィ
ア
ナ
プ
ラ
と
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

語
で
瞑
想
の
聖
地
と
い
う
意
味
で
す
。
こ
の

地
で
皆
さ
ん
の
活
発
な
論
議
を
期
待
し
て
い

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

Ａ
Ｆ
Ｓ
（
ア
ジ
ア
友
の
会
）
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
代
表
で
あ
り
11
年
間
の
教
師
経
験
の
あ
る

エ
ド
ワ
ー
ド
・
オ
ン
さ
ん
が
「
人
々
を
貧
困

か
ら
救
済
す
る
教
育
の
役
割
」
に
つ
い
て
講

演
し
た
。
エ
ド
ワ
ー
ド
さ
ん
は
「
私
た
ち
は

教
育
を
通
し
て
知
識
や
情
報
を
学
び
、
仕
事

に
つ
き
、
他
者
と
対
話
し
、
技
術
を
磨
く
。

パ
ン
屋
さ
ん
か
ら
農
漁
業
、
介
護
、
配
達
な

ど
あ
ら
ゆ
る
仕
事
に
必
要
な
も
の
で
す
」
と

指
摘
。
と
り
わ
け
重
要
な
の
は
「
教
育
と
経

済
発
展
の
か
か
わ
り
」
で
あ
り
、
教
育
の
向

上
は
経
済
の
発
展
を
も
た
ら
す
。
２
０
１
８

年
の
世
界
の
国
別
の
教
育
ラ
ン
キ
ン
グ
は
上

か
ら
順
に
豊
か
な
英
国
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ

ダ
、
ド
イ
ツ
な
ど
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
触

れ
、
「
貧
困
か
ら
の
脱
出
に
は
教
育
の
向
上

が
欠
か
せ
な
い
」
と
教
育
の
果
た
す
役
割
の

重
要
性
を
強
調
。
ア
メ
リ
カ
の
公
民
権
運
動

活
動
家
・
マ
ル
コ
ム
Ｘ
の
言
葉
を
引
用
し
て

「
教
育
と
は
未
来
へ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
で
あ

る
」
と
述
べ
た
。

　

ウ
ダ
ヤ
大
学
の
Ｎ
・
Ｄ
・
プ
ト
ラ
教
授
は

「
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
育

成
」
に
つ
い
て
話
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

バ
リ
島
の
観
光
客
は
年
々
増
え
、
国
内
外
合

わ
せ
て
年
間
１
２
０
０
万
人
に
も
達
し
、
入
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が
報
告
し
た
。
こ
の
中
で
カ
ン
ボ
ジ
ア
Ａ
Ｆ

Ｓ
事
務
局
長
の
ロ
ン
・
チ
ョ
ー
ン
さ
ん
（
写

真
左
）
は
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
の
支
援
で
37
カ
所
の
幼

稚
園
と
小
学
校
、
９
カ
所
の
ト
イ
レ
を
建
設

し
た
こ
と
を
報
告
。
日
本
の
里
親
の
支
援
で

２
０
７
人
の
貧
し
い
子
ど
も
た
ち
が
学
校
に

通
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
そ
の
中
に
は

大
学
に
進
学
し
て
情
報
技
術
を
学
ん
で
い
る

大
学
生
や
保
険
会
社
の
Ｉ
Ｔ
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
活
躍
し
て
い
る
子
な
ど
が
い
る
こ
と
を
紹

介
し
た
。

　

タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
に
あ
る
、
都
会
の
大
学

に
通
え
な
い
僻へ
き

地
の
学
生
の
た
め
の
学
生

寮
、
キ
リ
ス
ト
教
学
生
セ
ン
タ
ー
（
Ｓ
Ｃ

Ｃ
）
か
ら
は
同
寮
の
で
き
た
い
き
さ
つ
や

運
営
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
っ
た
。
同
セ

ン
タ
ー
に
よ
る
と
、
学
生
寮
を
建
設
し
た

１
９
５
４
年
当
時
、
タ
イ
で
は
全
土
に
5
つ

し
か
大
学
が
な
く
、
都
会
に
下
宿
で
き
る
だ

け
の
経
済
的
な
ゆ
と
り
の
な
い
高
校
生
は
大

学
進
学
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。
こ
の
た
め
、
中
高
校
生
向

け
に
４
階
建
て
の
学
生
寮
を
建

設
。
以
来
、
毎
年
、
約
20
人
を
受

け
入
れ
て
い
る
。
「
信
頼
、
信

念
、
自
由
」
の
精
神
を
身
に
つ
け

た
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
を
目
指
し
て

地
域
に
役
立
つ
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
ペ

ン
キ
塗
り
、
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
）

を
寮
生
自
ら
に
考
え
さ
せ
て
取
り

組
ま
せ
て
い
る
。

　

同
セ
ン
タ
ー
を
巣
立
っ
た
寮
生

は
約
４
千
人
。
教
会
や
地
域
の
リ

ー
ダ
ー
、
法
律
家
、
看
護
師
な
ど

幅
広
い
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
。

東
京
大
学
の
博
士
課
程
に
進
学
し

た
者
、
医
師
と
な
っ
て
成
功
し
、

大
学
の
創
設
者
に
な
っ
た
者
も
い

る
。
同
セ
ン
タ
ー
の
ラ
ヴ
ィ
・
ボ

ー
エ
ン
所
長
は
聖
書
の
言
葉
を
引

用
し
て
「
地
の
塩
、
世
の
光
と
な

れ
と
教
え
て
い
ま
す
」
と
語
っ
た
。
「
地
の

塩
」
と
は
腐
敗
を
防
ぐ
塩
の
よ
う
に
「
社
会

や
人
心
の
純
化
の
模
範
（
手
本
）
た
る
こ

と
」
と
の
意
味
だ
。

｢

知
識
と
技
術
を｣

大
会
宣
言

　
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
創
立
40
年
の
あ
ゆ
み
を
振
り
返

っ
て
参
加
者
か
ら
発
言
が
あ
っ
た
。
創
設
者

の
村
上
公
彦
・
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
専
務
理
事
兼
事
務

局
長
は
「
地
域
の
抱
え
る
問
題
は
他
人
に
頼

っ
て
は
出
来
な
い
。
問
題
の
解
決
に
何
を
す

べ
き
か
。
そ
れ
を
考
え
る
能
力
を
身
に
着
け

る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
ま
さ
し
く
そ
れ
が

教
育
だ
。
自
ら
が
変
わ
ら
な
い
と
、
社
会
は

変
わ
ら
な
い
」
と
話
し
た
。

　

１
９
９
０
年
、
第
１
回
の
ア
ジ
ア
国
際
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ミ
ナ
ー
が
タ
イ
で
開
か
れ
た

時
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
務
め
た
コ
ー
ソ
ン
・

ス
リ
サ
ン
・
前
タ
イ
Ｓ
Ｃ
Ｃ
所
長
（
写
真

右
）
は
「
貧
困
を
取
り
除
き
地
域
の
リ
ー
ダ

ー
を
育
成
す
る
と
い
う
今
度
の
セ
ミ
ナ
ー
の

テ
ー
マ
は
素
晴
ら
し
い
。
貧
困
の
撲
滅
は
す

べ
て
の
問
題
の
頂
点
に
あ
る
か
ら
、
こ
れ
か

ら
5
年
間
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
こ
の
テ
ー
マ

で
突
き
進
ん
で
い
こ
う
」
と
述
べ
た
。

　

井
戸
掘
り
や
植
林
を
手
掛
け
る
バ
リ
の
ホ

サ
ナ
財
団
代
表
の
エ
カ
・
サ
ン
ト
サ
牧
師
は

30
年
前
、
大
阪
府
枚
方
市
の
グ
ル
ー
プ
を
率

い
て
バ
リ
に
や
っ
て
き
た
村
上
さ
ん
と
ホ
テ

ル
で
初
め
て
会
っ
た
時
の
思
い
出
を
披
露
。

職
業
を
聞
か
れ
た
の
で
「
牧
師
で
す
」
と
答

Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
40
周
年
を
祝
う
行
事
で
、
バ
リ
の
学
生
が
お
米
で
作
っ
た
誕
生
ケ
ー
キ

を
前
に
話
す
村
上
事
務
局
長
（
中
央
）
＝
10
月
８
日
、
デ
ィ
ア
ナ
プ
ラ
ホ
テ
ル

え
た
ら
、
や
は
り
牧
師
の
村
上
さ
ん
か
ら

「
教
会
の
み
な
ら
ず
社
会
に
役
立
つ
牧
師
な

れ
」
と
言
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
ネ
パ
ー
ル
で

開
か
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加

し
て
Ａ
Ｆ
Ｓ
の
活
動
を
知
り
、
バ
リ
に
財
団

を
設
立
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
は
３
人
。
こ
れ
ま

で
に
7
つ
の
給
水
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
つ
く
っ

た
。
「
村
上
さ
ん
の
あ
の
一
言
が
私
の
人
生

を
変
え
た
の
で
す
」
と
語
っ
た
。

　

Ａ
Ｆ
Ｓ
マ
レ
ー
シ
ア
の
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ

さ
ん
は
１
９
９
２
年
に
バ
リ
島
で
開
か
れ
た

第
３
回
大
会
に
初
め
て
参
加
。
メ
ン
バ
ー
の

献
身
的
な
姿
に
感
動
し
て
毎
年
の
よ
う
に
参

加
し
、
今
度
で
26
回
目
。
宗
教
的
少
数
者
ゆ

え
に
迫
害
さ
れ
て
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
逃
れ
て

き
た
ロ
ヒ
ン
ギ
ャ
難
民
の
支
援
活
動
を
続
け

て
い
る
。
「
多
く
の
人
と
の
出
会
い
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
間
に
培
わ
れ
た
友
情
に
終
わ

り
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
語
っ
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
は
最
終
日
の
10
月
11
日
、
大
会

宣
言
を
採
択
し
た
。
宣
言
は
貧
困
を
な
く
し

て
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
た
め
の
今

後
の
取
り
組
み
と
し
て
①
窮
乏
し
疎
外
さ
れ

た
人
々
に
知
識
と
技
術
を
与
え
る
②
基
礎
教

育
の
手
段
と
範
囲
の
拡
大
③
メ
ン
バ
ー
の
協

力
と
連
帯
の
強
化
④
思
い
や
り
と
人
間
の
価

値
観
を
育
む
活
動
を
続
け
る
⑤
自
己
啓
発
を

進
め
、
地
域
社
会
と
の
友
情
と
連
帯
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
広
め
る
て
Ａ
Ｆ
Ｓ
へ
の
参
加
を
促

す
―
―
を
あ
げ
て
い
る
。

　

参
加
者
は
期
間
中
、
ハ
ー
ブ
園
、
マ
ン
グ

ロ
ー
ブ
の
植
林
、
海
岸
浸
食
で
失
わ
れ
た
リ

ゾ
ー
ト
地
、
有
機
農
業
と
リ
サ
イ
ク
ル
工
場

の
4
組
に
分
か
れ
て
フ
ィ
ー
ル
ド
研
修
に
参

加
＝
８
・
９
㌻
に
詳
報
。
キ
ン
タ
マ
ー
ニ
高

原
に
あ
る
コ
ー
ヒ
ー
・
ハ
ー
ブ
園
で
は
高
血

圧
や
認
知
症
な
ど
の
予
防
に
効
く
薬
草
を
観

察
し
た
。
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る

３
０
３
㌶
の
広
大
な
棚
田
、
ジ
ャ
テ
ィ
ル
ウ

ィ
と
、
海
の
神
が
祭
ら
れ
て
い
る
タ
ナ
・
ロ

ッ
ト
寺
院
を
見
学
し
た
。

　

初
日
の
10
月
８
日
に
は
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
40
周
年

を
祝
う
行
事
が
あ
っ
た
。
デ
ィ
ア
ナ
プ
ラ
大

学
の
学
生
が
お
米
を
黄
色
に
炊
き
上
げ
て
Ｊ

Ａ
Ｆ
Ｓ
の
誕
生
を
祝
う
ケ
ー
キ
を
作
っ
た
。

村
上
事
務
局
長
が
誕
生
ケ
ー
キ
に
ナ
イ
フ
を

入
れ
、
参
加
各
国
の
代
表
に
配
っ
た
。
大
学

の
庭
に
レ
モ
ン
と
熱
帯
の
果
実
が
な
る
ラ
ン

ブ
ー
タ
ン
の
木
5
本
を
植
え
た
。

今
年
は
ス
リ
ラ
ン
カ
で
開
催

　

メ
ン
バ
ー
相
互
の
交
流
を
深
め
る
「
カ
ル

チ
ャ
ー
ナ
イ
ト
」
（
夜
の
文
化
祭
）
が
開
か

れ
た
の
は
10
月
9
日
。
各
国
の
参
加
者
が
お

国
自
慢
の
踊
り
や
歌
を
披
露
し
た
。
受
け
入

れ
側
の
デ
ィ
ア
ナ
プ
ラ
大
学
で
は
65
人
の
学

生
を
動
員
。
受
付
か
ら
司
会
、
民
族
舞
踊
、

宴
会
の
料
理
を
担
当
し
た
。
そ
の
一
人
、
調

理
を
専
攻
し
て
い
る
2
回
生
の
ダ
ン
・
リ
ー

君
は
ス
パ
イ
ス
の
き
い
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
料

理
に
腕
を
ふ
る
っ
た
。
「
ホ
テ
ル
の
シ
ェ
フ

に
な
る
の
が
夢
で
す
」
と
目
を
輝
か
せ
た
。

　

２
０
２
０
年
の
第
30
回
ア
ジ
ア
国
際
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
セ
ミ
ナ
ー
は
10
月
に
ス
リ
ラ
ン
カ

で
開
か
れ
る
。

バ
リ
島
の「
今
」を
巡
る

バ
リ
島
の「
今
」を
巡
る

浸
食
で
失
わ
れ
た
浜
辺

　

遠
く
か
ら
そ
の
ホ
テ
ル
を
見
た
と
き
、

１
９
６
０
年
代
の
ア
メ
リ
カ
映
画
「
猿
の
惑

星
」
の
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
の
記
憶
が
よ
み
が
え

っ
た
。
波
打
ち
際
で
傾
い
た
「
自
由
の
女

神
」
像
の
よ
う
に
、
バ
リ
島
の
リ
ゾ
ー
ト
ホ

テ
ル
は
朽
ち
果
て
て
い
た
。

　

フ
ィ
ー
ル
ド
研
修
が
開
か
れ
た
10
月
10

日
、
グ
ラ
ラ
イ
国
際
空
港
か
ら
北
東
へ
約
30

㌔
の
シ
ュ
ッ
ト
ビ
ー
チ
を
訪
れ
た
。
デ
ィ
ア

ナ
プ
ラ
大
学
の
講
師
シ
デ
ィ
・
ト
ル
カ
ー
さ

ん
（
60
）
の
案
内
で
、
４
人
の
メ
ン
バ
ー
が

ホ
テ
ル
の
敷
地
に
入
っ
た
。
海
に
突
き
出
し

た
プ
ー
ル
は
斜
め
に
傾
い
て
崩
れ
、
３
階
建

て
ホ
テ
ル
の
天
井
パ
ネ
ル
は
は
が
れ
落
ち
、

駆
体
を
支
え
る
鉄
骨
が
ね
じ
曲
が
っ
て
い

た
。

　

「
ア
ラ
ン
ア
ラ
ン
バ
ン
ブ
ー
ホ
テ
ル
」

は
、
１
９
９
７
年
に
開

業
し
た
。
当
時
は
、
最

上
級
の
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ

ル
と
し
て
多
く
の
観
光

客
で
に
ぎ
わ
っ
た
そ
う

だ
。
ホ
テ
ル
前
の
ビ
ー

チ
は
砂
浜
が
延
々
と
続

き
、
ハ
ネ
ム
ー
ン
カ
ッ

プ
ル
の
絶
好
の
撮
影
ス

ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
た

と
い
う
。
や
が
て
、

海
面
上
昇
で
浜
辺
が

消
え
、
プ
ー
ル
が
破

壊
さ
れ
た
。
そ
し
て

２
０
０
４
年
、
ホ
テ
ル

荒波で破壊されたアランアランバンブーホテル
＝2019年10月10日、シュットビーチ

は
わ
ず
か
7
年
で
営
業
を
や
め
た
。

　

ホ
テ
ル
脇
の
小
さ
な
売
店
小
屋
の
前
で
、

女
性
が
コ
コ
ナ
ツ
ヤ
シ
の
葉
で
ヒ
ン
ド
ゥ
ー

の
儀
式
用
の
飾
り
を
つ
く
っ
て
い
た
。
名
前

は
イ
ブ
ジ
ェ
ロ
ー
さ
ん
（
52
）
。
子
ど
も
4

人
と
夫
の
6
人
家
族
だ
。
1
㌶
の
水
田
で
コ

メ
を
作
っ
て
い
た
が
、
海
面
上
昇
に
よ
っ
て

田
ん
ぼ
は
砂
と
塩
水
を
か
ぶ
っ
た
。
耕
作
放

棄
し
、
今
は
祭
祀
の
飾
り
や
飲
食
物
を
売
っ

て
糊
口
を
し
の
い
で
い
た
。

　

「
こ
こ
に
は
と
て
も
美
し
く
て
長
い
浜
辺

が
あ
っ
た
。
あ
の
こ
ろ
か
ら
、
海
は
ど
ん
ど

ん
近
づ
い
て
き
た
」
と
彼
女
は
言
っ
た
。
売

店
の
す
ぐ
近
く
に
海
岸
浸
食
の
注
意
を
呼
び

か
け
る
看
板
が
立
っ
て
い
た
。
写
真
を
撮
ら

せ
て
も
ら
う
と
、
イ
ブ
ジ
ェ
ロ
―
さ
ん
は

「
来
年
は
こ
の
看
板
も
危
な
い
か
も
し
れ
な

い
」
と
言
い
、
少
し
笑
っ
た
。

　

ト
ル
カ
ー
さ
ん
は
、
浜
辺
の
後
背
地
を
指

さ
し
、
「
ビ
ッ
グ
ラ
イ
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
」
と

言
っ
た
。
40
㌔
に
わ
た
っ
て
長
い
砂
浜
が
続

き
、
一
帯
は
水
田
地
帯
だ
っ
た
と
い
う
。
今

は
ど
う
見
て
も
荒
野
だ
。
耕
運
機
に
乗
っ
て

作
業
し
て
い
る
農
夫
が
い
た
。
今
は
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
し
か
育
た
な
い
そ
う
だ
。
ト
ル
カ
ー

さ
ん
は
「
浸
食
は
温
暖
化
に
よ
る
影
響
だ
ろ

う
。
干
潮
線
は
５
年
前
に
来
た
時
に
は
50
㍍
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先
に
あ
っ
た
が
、
い
ま
は
５
～
10
㍍
ほ
ど
ま

で
迫
っ
た
」
と
話
し
た
。

　

地
球
温
暖
化
に
よ
る
気
候
変
動
は
ま
ず
、

波
打
ち
際
か
ら
押
し
寄
せ
て
く
る
。
そ
し

て
、
そ
こ
で
生
計
を
立
て
て
い
た
人
た
ち
を

貧
困
に
陥
れ
て
い
る
。
英
紙
「
ガ
ー
デ
ィ
ア

ン
」
は
昨
年
５
月
、
地
球
温
暖
化
と
い
う
言

葉
を
「
地
球
炎
暑
化
」
に
変
え
た
。
「
気
候

変
動
」
は
「
気
候
危
機
」
と
呼
び
始
め
た
。

バ
リ
島
の
ビ
ー
チ
で
そ
の
言
葉
の
正
し
さ
を

実
感
し
た
。

　

映
画
「
猿
の
惑
星
」
の
「
自
由
の
女
神
」

像
は
、
核
戦
争
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
姿
だ

っ
た
。
核
攻
撃
は
広
島
、
長
崎
で
起
き
た
こ

　

我
々
は
、
地
域
産
業
に
貢
献
す
る
伝
統
薬

草
づ
く
り
の
フ
ィ
ー
ル
ド
研
修
と
い
う
こ
と

で
、
バ
リ
島
中
部
の
高
原
地
帯
キ
ン
タ
マ
ー

ニ
郡
チ
ュ
ト
ル
村
に
あ
る
シ
ュ
バ
農
園
を
訪

問
し
ま
し
た
。

　

応
対
し
て
く
れ
た
の
は
2
代
目
社
長
の
ク

リ
テ
ィ
さ
ん
、
48
才
で
す
。
元
々
は
１
９
８

０
年
に
父
親
が
始
め
た
コ
ー
ヒ
ー
園
を
２
０

０
５
年
か
ら
ク
リ
テ
ィ
氏
が
引
き
継
い
だ
と

の
こ
と
で
す
。
１
９
８
０
年
は
24
人
の
従
業

員
で
し
た
が
、
今
は
67
人
ま
で
増
加
し
て
い

ま
す
。
コ
ー
ヒ
ー
は
55
ヘクタール
、
薬
草
（
ハ
ー

ブ
）
は
２
ヘクタール
、
計
57
ヘクタール
で
栽
培
し
て
い
ま

す
。
こ
の
土
地
は
１
ヘクタール
あ
た
り
１
０
０
０
米

ドル
（
約
11
万
円
）
、
約
６
３
０
万
円
で
購
入

し
た
が
、
既
に
銀
行
ロ
ー
ン
は
払
い
終
え
た

そ
う
で
す
。

　

コ
ー
ヒ
ー
は
香
り
の
良
い
ア
ラ
ビ
カ
種
で

キ
ン
タ
マ
ー
ニ
コ
ー
ヒ
ー
と
し
て
、
ジ
ャ
カ

ル
タ
な
ど
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
各
地
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
な
ど
で
売
ら
れ
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。
将
来
は
日
本
へ
も
輸
出
し
た

薬
草
農
園
と
チ
ャ
ト
ル
山
を
背
景
に
し

て
立
つ
ク
リ
テ
ィ
さ
ん
＝
10
月
10
日
、

チ
ュ
ト
ル
村

　

フ
ィ
ー
ル
ド
研
修
の
一
環
と
し
て
、
デ
ン

パ
サ
ー
ル
の
南
部
に
あ
る
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の

植
林
地
区
を
20
数
名
の
メ
ン
バ
ー
で
訪
問
し

た
。
こ
こ
は
も
と
も
と
漁
村
で
あ
り
漁
業
で

生
計
を
立
て
て
い
る
地
域
だ
が
、
２
０
０
５

年
に
起
き
た
ス
マ
ト
ラ
島
沖
大
地
震
に
よ
る

津
波
災
害
に
鑑
み
、
津
波
に
対
す
る
防
災
の

一
環
と
し
て
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
植
林
に
力
を

入
れ
て
き
た
。

　

現
在
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援
も
あ
り
、
地
元

小
学
生
の
環
境
教
育
の
場
と
し
て
の
活
用
を

は
じ
め
、
ボ
ー
ト
で
周
遊
す
る
観
光
ル
ー
ト

と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
て
、
毎
月
２
０
０

名
以
上
が
訪
れ
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。

　

実
際
、
今
回
ボ
ー
ト
で
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の

生
育
地
を
一
周
し
た
が
、
空
港
も
近
く
高
速

道
路
が
上
を
走
る
よ
う
な
港
湾
地
域
で
あ
り

な
が
ら
、
自
然
保
護
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

が
す
ば
ら
し
い
と
感
じ
た
。
た
だ
、
地
元
の

河
川
か
ら
流
れ
て
く
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

も
あ
り
、
ご
み
対
策
を
官
民
一
体
で
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

（
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
ス
タ
ッ
フ　

柿
島 

裕
）

薬
草
栽
培
が
地
域
を
う
る
お
す

津
波
災
害
か
ら
学
び

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
植
林

と
の
よ
う
に
一
瞬
で
町
を
破
壊
し
、
多
く
の

命
を
奪
う
。
い
ま
同
じ
よ
う
な
ダ
メ
ー
ジ

が
、
地
球
上
の
各
所
で
進
ん
で
い
る
。
そ
れ

は
極
め
て
ゆ
っ
く
り
と
し
た
ス
ピ
ー
ド
だ

が
、
確
実
に
。

（
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
会
員
・
元
朝
日
新
聞
記
者　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

中
村 

正
憲
）

い
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

薬
草
は
45
種
類
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
胆

石
に
良
い
カ
マ
リ
ッ
プ
ス
や
熱
を
下
げ
る
サ

ン
ブ
ン
ユ
ニ
、
中
に
は
高
血
圧
に
良
い
も
の

や
認
知
症
予
防
に
効
果
の
あ
る
薬
草
も
栽
培

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

地
域
の
雇
用
や
経
済
に
も
非
常
に
貢
献
し

て
い
る
よ
う
で
し
た
。

（
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
常
任
理
事　

西
田 

貞
之
）

ネパールの震災復興プロジェクト地から

　

ネ
パ
ー
ル
の
シ
ン
ド
ゥ
パ
ル
チ
ョ
ー
ク
郡

イ
ン
ド
ラ
ワ
テ
ィ
村
10
地
区
（
旧
ボ
テ
シ
パ

村
）
で
２
０
１
９
年
３
月
に
開
始
し
た
、
持

続
可
能
な
地
域
を
目
ざ
す
震
災
復
興
支
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
背
景
や
現
状
を
お
届
け
し
ま

す
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
発
起
人
は
10
地
区

長
の
ジ
ー
ヴ
ァ
ン
さ
ん
で
す
。
有
機
農
法
を

推
進
し
、
将
来
ボ
テ
シ
パ
村
が
ア
グ
リ
ツ
ー

リ
ズ
ム
と
し
て
発
展
す
る
地
域
づ
く
り
、
ま

た
村
人
が
都
市
や
海
外
に
出
稼
ぎ
に
行
か
な

く
て
も
村
で
収
入
を
得
ら
れ
る
環
境
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ジ
ー
ヴ
ァ
ン
さ
ん
が
母
親
の
故
郷
ボ
テ
シ

パ
村
で
活
動
を
始
め
た
の
は
約
20
年
前
で

す
。
当
時
の
村
は
道
が
な
く
、
人
の
行
き
来

や
仕
事
も
な
く
、
村
人
は
昼
間
か
ら
お
酒
を

飲
ん
で
い
る
状
況
で
し
た
。
そ
こ
で
ジ
ー
ヴ

ァ
ン
さ
ん
は
村
で
ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

し
た
り
、
子
ど
も
た
ち
に
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト

を
教
え
た
り
し
ま
し
た
。
村
人
が
お
酒
を
飲

む
以
外
に
も
楽
し
め
る
こ
と
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
使
え
る
こ
と
な
ど
を
勧
め
ま
し
た
。
ま
た

村
に
道
や
水
イ
ン
フ
ラ
を
整
え
る
必
要
性
を

感
じ
、
村
全
体
に
水
が
行
き
わ
た
る
こ
と
も

考
え
て
い
ま
し
た
。

　

父
親
が
ゴ
ル
カ
兵
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
軍
に

従
軍
し
て
い
た
た
め
香
港
で
生
ま
れ
、
海
外

●
ネ
パ
ー
ル

　
水
イ
ン
フ
ラ

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
●

各
国
に
渡
り
育
ち
、
マ
レ
ー
シ
ア
に
出
稼
ぎ

に
行
っ
た
経
験
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
イ
ン
フ

ラ
設
備
が
整
っ
て
い
る
他
国
を
見
て
村
の
現

状
を
変
え
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
何
年
も
経
っ
て
Ａ
Ｆ
Ｓ
ネ
パ
ー
ル

と
ジ
ー
ヴ
ァ
ン
さ
ん
が
出
会
い
、
村
に
小
規

模
水
道
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
通
す
計
画
に
つ
い

て
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
が
ボ
テ
シ
パ
村
の
支
援
を
始
め

ま
し
た
。
そ
し
て
15
年
の
震
災
を
機
に
里
子

支
援
、
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
バ
イ
オ
ガ
ス
プ

ラ
ン
ト
の
建
設
、
復
興
住
宅
や
学
校
再
建
な

ど
様
々
な
支
援
を
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
は
こ
の
村
で
し

て
き
ま
し
た
が
、
震
災
後
の
水
脈
の
変
動
の

影
響
で
、
今
も
十
分
な
水
を
得
る
こ
と
が
難

し
い
状
況
が
前
進
を
は
ば
ん
で
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
総
合
的
な
復
興
を
目
ざ
し
た

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
植
林
地
区
を
ボ
ー
ト
で
視

察
＝
10
月
10
日
、
デ
ン
パ
サ
ー
ル

活
動
の
中
で
、
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は

大
規
模
水
道
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
建
設
す
る
こ

と
で
農
業
の
基
盤
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま

す
。
川
辺
の
井
戸
水
＝
写
真
上
＝
を
く
み
上

げ
、
８
０
０
ｍ
以
上
の
山
頂
ま
で
４
カ
所
の

タ
ン
ク
を
通
し
て
徐
々
に
水
を
揚
げ
る
揚
水

シ
ス
テ
ム
を
建
設
し
て
い
ま
す
。
下
か
ら
３

カ
所
目
の
タ
ン
ク
＝
同
下
＝
ま
で
の
建
設
が

終
わ
り
、
残
り
１
カ
所
と
高
層
貯
水
槽
で

す
。
タ
ン
ク
間
を
結
ぶ
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
接
続

の
作
業
も
本
格
的
に
始
ま
り
、
水
源
の
水
が

各
タ
ン
ク
に
送
ら
れ
て
い
く
こ
と
が
イ
メ
ー

ジ
で
き
ま
す
。

　

農
業
の
基
盤
づ
く
り
と
し
て
、
村
で
形
成

し
た
農
業
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
に
向
け
て
、

２
回
目
の
研
修
を
11
月
に
実
施
し
ま
し
た
。

行
政
の
農
業
知
識
習
得
セ
ン
タ
ー
か
ら
カ
ビ

タ
・
ス
ベ
デ
ィ
さ
ん
に
来
て
い
た
だ
き
、
化

学
肥
料
を
使
用
す
る
有
害
性
や
、
様
々
な
種

類
の
堆
肥
や
土
づ
く
り
に
つ
い
て
、
ま
た
村

人
が
現
在
作
っ
て
い
る
種
類
の
野
菜
の
栽
培

方
法
、
病
虫
害
の
種
類
や
、
ど
の
よ
う
に
対

処
す
る
か
な
ど
の
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
農
業
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て

新
し
い
知
識
の
習
得
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
１
回
目
の
研
修
で
習
得
し
た
有
機
堆

肥
づ
く
り
は
、
メ
ン
バ
ー
が
各
家
庭
で
実
践

し
て
い
る
状
況
で
す
。
農
業
基
盤
を
つ
く
る

こ
と
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
が
、
グ
ル
ー
プ

が
意
欲
を
維
持
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

（
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
ネ
パ
ー
ル
駐
在
ス
タ
ッ
フ

　

中
川 

寛
子
）

タンク３カ所設置完了
　　　残るは１カ所と高層貯水槽
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◆
カ
リ
ム
ペ
サ
ン
と
は

　

パ
ス
ラ
テ
ン
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ス
ラ
ウ

ェ
シ
島
北
部
、
ト
モ
ホ
ン
市
の
東
部
に
位
置

し
、
サ
ム
・
ラ
ト
ゥ
ラ
ン
ギ
国
際
空
港
か
ら

車
で
約
1
時
間
半
か
か
り
ま
す
。

　

こ
の
パ
ス
ラ
テ
ン
に
あ
る
カ
リ
ム
ペ
サ
ン

は
、
ト
モ
ホ
ン
市
最
大
級
の
泉
の
一
つ
で
、

昔
か
ら
特
に
長
い
乾
季
に
地
域
に
水
を
供
給

し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
長
い
間
、
地
域
住
民
が
こ
こ
で
き

れ
い
な
水
を
得
る
こ
と
に
は
、
し
ば
し
ば
問

題
が
あ
り
ま
し
た
。
泉
の
水
を
吐
出
す
る
管

か
ら
水
が
正
常
に
出
な
い
こ
と
が
あ
っ
た

り
、
こ
こ
に
来
ら
れ
る
人
が
限
定
的
だ
っ
た

り
し
ま
し
た
。
ま
た
泉
を
水
源
に
水
道
を
設

置
し
よ
う
に
も
、
貧
困
家
庭
に
は
費
用
が
と

て
も
高
額
で
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

◆
問
題
点

　

残
念
な
こ
と
に
、
カ
リ
ム
ペ
サ
ン
は
適
切

な
管
理
や
手
入
れ
を
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
＝
写
真
右
上
。
地
方
政
府
で
す
ら
、
こ
の

泉
の
公
共
利
用
に
関
心
を
持
ち
ま
せ
ん
で
し

た
。
地
域
住
民
に
さ
え
、
こ
の
場
所
を
既
に

何
年
も
ご
み
捨
て
場
と
し
て
き
た
人
た
ち
が

い
る
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
ご
み
が
積

み
上
が
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
目
に
す
る
周
囲

の
人
々
に
悪
い
印
象
を
与
え
て
い
ま
す
。

◆
対
策

　

２
０
１
５
年
に
私
た
ち
は
こ
こ
で
い
く
つ

か
の
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
お
よ
び
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
ワ
ー

カ
ー
ズ
ユ
ニ
オ
ン
の
支
援
を
受
け
て
、
き
れ

い
な
水
を
供
給
す
る
た
め
の
貯
水
池
を
建
設

し
ま
し
た
＝
同
左
上
。
水
浴
び
場
と
水
路
の

修
理
も
し
ま
し
た
。
周
囲
の
植
林
と
、
従
来

通
り
の
清
掃
活
動
も
し
ま
し
た
。

◆
挑
戦

　

活
動
を
計
画
通
り
実
現
す
る
に
は
、
多
く

の
障
害
に
直
面
し
ま
す
。
カ
リ
ム
ペ
サ
ン
の

公
共
利
用
の
重
要
性
に
気
づ
い
て
も
ら
え
る

よ
う
に
、
地
域
住
民
や
地
方
政
府
を
納
得
さ

せ
る
方
法
を
見
つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が
、
こ
れ
に
は
時
間
と
忍
耐
が
必
要
で
す
。

　

２
０
１
５
年
か
ら
18
年
に
か
け
て
も
政
府

の
関
心
を
ひ
く
た
め
に
様
々
な
試
み
を
し
ま

し
た
が
、
失
敗
し
ま
し
た
。
政
府
か
ら
の
法

的
措
置
が
何
も
無
い
ま
ま
、
19
年
半
ば
に

も
、
泉
の
周
囲
の
木
々
が
何
者
か
に
切
り
倒

さ
れ
ま
し
た
。

◆
結
果

　

最
適
と
は
ま
だ
言
え
な
い
ま
で
も
、
今
で

は
地
域
住
民
の
ほ
と
ん
ど
が
、
こ
の
泉
の
美

化
に
い
っ
そ
う
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
何
人
か
の
若
者
た
ち
は
や
る
気
を

出
し
始
め
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
片
付
け

を
主
導
し
ま
し
た
＝
同
下
。

　

ま
た
地
方
水
道
公
社
Ｐ
Ｄ
Ａ
Ｍ
に
よ
り
貯

水
池
か
ら
の
水
の
供
給
が
始
ま
り
、
何
百
も

の
家
庭
が
恩
恵
を
受
け
始
め
ま
し
た
。
水
浴

び
場
も
今
は
水
が
豊
富
で
よ
り
良
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
こ
で
の
Ａ
Ｆ
Ｓ
の
活
動
は
先
駆
的
で
あ

り
、
周
辺
地
域
の
人
々
の
記
憶
に
残
る
顕
著

な
便
益
を
既
に
与
え
て
い
ま
す
。

（
翻
訳
：
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
ス
タ
ッ
フ 

川
本 

裕
子
）

※
カ
リ
ム
ペ
サ
ン
は
第
二
次
世
界
大
戦
中
に

は
、
日
本
軍
の
炊
事
場
と
し
て
使
わ
れ
て
い

ま
し
た
。

荒
れ
果
て
た
泉･

カ
リ
ム
ペ
サ
ン
を
救
う
闘
い

Ａ
Ｆ
Ｓ
ト
モ
ホ
ン
事
務
局
長（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）　

ジ
ミ
ー
・
ポ
ン
ト
ー

…
… 

海
外
か
ら
の
報
告 

…
…　
和
文
と
英
文
で
お
伝
え
し
ま
す

海外からの報告（インドネシア）

Kalimpesan, a struggle to save 
abandoned spring water

Jimmy Pontoh　　

Executive Director of AFS-Tomohon, 
Indonesia

◆Kalimpesan at a glance
　Paslaten is located in eastern part of Tomohon city, North 
Sulawesi, Indonesia. It takes about one hour thirty minute 
drives from International airport Sam Ratulangi.
   For years some of local resident often have a problem with 
clean water supply here. Water pipes are often not working 
properly or water distribution access is limited  and also the 
installation cost is quite expensive for poor families. 
   Kalimpesan is one of the largest springs in Tomohon city, 
which has supplied water for local since long time ago, 
especially during the long dry season.
◆Problems
　Unfortunately, Kalimpesan is not managed optimally nor 
cared for. The local government even did not pay attention 
about this place for the sake of the public.
   Some local people even has already makes this location 
as a garbage zone for years that we can find various kinds 
of garbage pile up which can have a negative impact for the 
people surrounding.
◆Solutions
   In 2015, we started several programs here.　With the help 
of JAFS sponsored by AEON Retails Worker Union Japan, 
we build a water reservoir for supplying clean water included 
repairing public bath facilities and waterways. We also do 
planting trees and regular cleaning programs.
◆Challenges
   There are many obstacles that  must  be faced in 
implementing the programs as per planned. I have to find the 
ways about how to convince the surrounding community and 
government to be aware of the importance of Kalimpesan for 
the sakes of public. It takes time and patience for these efforts.
   Various attempts were also made to get the attention of the 
government from 2015 - 2018 but failed. Even in the middle 
of 2019, several trees around the spring were cut down by 
some people without any legal action from the government.
◆Results
   Even though it's not optimal yet, now most of the local 

people around are more concerned about the cleanliness of 
this place. Some young people even started to get excited and 
took the initiative to clean up the location from plastic waste.
   Water from the reservoir has started to be distributed and 
used for the benefit of hundreds of families managed by the 
local government company (PDAM). The public bathing area 
is better now with an abundant supply of water.
   The AFS programs had become a pioneer here that already 
provides extraordinary benefits that will not be forgotten by 
the surrounding community.
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み
な
さ
ん
の
お
か
げ
で

井
戸
が
で
き
た
村

　

安
全
で
衛
生
的
な
水
を
確
保
で
き
な
い
ア
ジ
ア
の

地
域
に
井
戸
が
で
き
て
生
活
基
盤
が
整
い
、
自
立
へ

一
歩
踏
み
出
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ご
寄
贈
く

だ
さ
っ
た
み
な
さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

なくそう貧困。命の水を！

■井戸１基の建設に必要な費用■（2018年4月現在）
インド＝60万円 　　フィリピン＝33万円 
カンボジア＝28万円 　　スリランカ＝22万円 
ネパール＝17万円（パイプライン＝25 ～ 150万円）
バングラデシュ＝浅井戸22万円、深井戸55万円
※５年間のメンテナンス費、現地管理費を含む概算です。※現地資材費高騰により費

用を１割増に変更させていただきます。ご理解ご協力をお願いいたします。

■お振込み先■ ・郵便振替 00960-6-10835  アジア協会アジア友の会

・三菱UFJ銀行大阪中央支店 普通1968711 公益社団法人アジア協会アジア友の会

　井戸の寄贈にご協力ください。あなたの力がアジアの人々の
命を助けます。ご寄贈者に完成報告書、写真、パネル写真を届
け､ 現地の井戸に、ご寄贈者のネームプレートを設置します。

詳
し
く
は
ア
ジ
ア
協
会
ア
ジ
ア
友
の
会

☎
０
６
︱
６
４
４
４
︱
０
５
８
７　

へ

ご寄付には
税の優遇措置が
受けられます

　

イ
ン
ド

乾期にも干上がらない井戸ができた 【寄贈者】唐招提寺 様

　村は深い森の中に位置し、病院はな
く、治療には村から25㎞離れたところ
にある病院まで行かなければなりませ
ん。村の社会環境を変えるための活動
をしている女性の自助グループが、乾
期には村の井戸が干上がってしまい、
遠く離れた井戸まで水くみに行かねば
ならない女性や子どもの負担を軽減し
たいと地域のNGOに相談し、ようや
く井戸建設が実現しました。この井戸
によって村人たちは水による生活の困
難から解放され、徐々にですが健康と
衛生の改善が図られつつあります。

マ
ハ
ラ
シ
ュ
ト
ラ
州
ガ
ッ
チ
ロ
リ
県
サ
ク
ヘ
ラ
村

受
益
者
：
２
５
５
名
（
62
世
帯
）

井
戸
形
式
：
ポ
ン
プ
式
（
深
さ
60
ｍ
）

【寄贈者】藤田はつほ 様  水くみが近くなり仕事ができる
　社会的弱者である少数民族や低カー
スト層の人たちが住む貧しい村です。
農業や養鶏が生計の中心ですが現金収
入が少ないため、男性は出稼ぎに行
き、村の経済は女性が守らなければな
りません。遠距離の井戸への水くみは
非常に時間がかかり、労働時間を減ら
すことになり、低所得の村人たちには
死活問題でした。経済面から家族を支
え、子どもが教育を受けられる環境を
作っている女性の自助グループが、こ
の窮状を地区のNGOに訴え、ようや
く井戸建設が実現しました。

マ
ハ
ラ
シ
ュ
ト
ラ
州
ア
ム
ラ
ワ
テ
ィ
県
カ
ル
ホ
デ
ィ
村

受
益
者
：
１
８
４
名
（
23
世
帯
）

井
戸
形
式
：
ポ
ン
プ
式
（
深
さ
１
４
０
ｍ
）

井戸ができた村

【寄贈者】全国レディース中央会 エル・プラス大阪 様 近くに安全な水

北中部州ポロンナルワ県アッカラ800村
受益者：250名（47世帯）　井戸形式：露天式（深さ7.4ｍ）

　この地域はスリランカの中でも特に
水を得ることが難しい乾燥地域で、11
世紀に灌

かんがい

漑設備ができるまでは農業も
できない土地でした。昨今干ばつが頻
繁に起こるようになり、農業用水路か
ら生活用水を得ていた村人たちは困っ
ていました。長距離歩いてわずかな水
しか得られなかった村人は、贈られた
井戸により、近くで安全な水を得るこ
とができるようになり、地域住民の生
活は大きく改善しました。子どもたち
も水くみから解放され学校に通えるよ
うになりました。

井戸水で病気の苦しみ減る 【寄贈者】株式会社メモス 様

　この村の住民は近くに井戸がなかっ
たので、強い日差しの中、長時間かけ
てため池まで歩き、毎日水を運んでい
ました。安全とは言えない水が原因の
腎臓病や皮膚病など多くの健康問題に
苦しんでいました。病気になっても近
くに病院がなく、医療費もないため、
治療を受けることもできませんでし
た。井戸ができ、安心して飲める水が
得られるようになりました。井戸をき
っかけにして健康指導や衛生教育のプ
ログラムも行われるようになり、村人
の生活が大きく改善しています。

干ばつ時にも蛇口から水が出る井戸 【寄贈者】大山利子 様

　人口543人の90%が貧しい小作農民
であるこの村で、従来から使っている
井戸は十分な水量がなかった上に、昨
今の気候変動により干ばつが頻繁に起
こり、村人の生活に大きな影響を与え
ていました。今回完成した井戸によっ
て、干ばつ時も心配せず安全な水が手
に入るようになりました。井戸の横の
蛇口からも水が得られるほか、大きな
井戸に間違って人や動物、落ち葉等が
入らないよう、ふたができます。村人
たちの協力で井戸への道も整備され、
村の生活が大きく改良されました。

　

ス
リ
ラ
ン
カ

中
部
州
キ
ャ
ン
デ
ィ
県
ナ
ゴ
ラ
ガ
マ
村

受
益
者
：
２
０
６
名
（
47
世
帯
）

井
戸
形
式
：
露
天
式
（
深
さ
５
ｍ
）

北
中
部
州
ポ
ロ
ン
ナ
ル
ワ
県
イ
キ
リ
ウ
ェ
ア
村

受
益
者
：
１
５
０
名
（
25
世
帯
）

井
戸
形
式
：
露
天
式
（
深
さ
9.1
ｍ
）
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ア
ジ
ア
協
会
ア
ジ
ア
友
の
会
（
Ｊ
Ａ
Ｆ

Ｓ
）
は
、
創
立
40
周
年
を
祝
う
記
念
式
典
を

10
月
５
日
、
大
阪
市
中
央
区
の
つ
る
や
ホ
ー

ル
で
催
し
ま
し
た
＝
写
真
。
会
員
・
関
係
者

ら
１
５
０
名
余
り
が
出
席
し
て
５
７
３
名
を

永
年
表
彰
し
、
29
組
の
方
々
に
感
謝
状
を
贈

呈
。
こ
れ
ま
で
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
の
活
動
を
支
え
て

く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
に
感
謝
を
伝
え
る
と
と

も
に
、
一
同
が
、
ア
ジ
ア
の
明
る
い
未
来
へ

向
け
て
、
よ
り
い
っ
そ
う
新
た
な
気
持
ち
で

取
り
組
む
こ
と
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
多
く
の
来
賓
か
ら
、
祝
辞
と

励
ま
し
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

日
本
キ
リ
ス
ト
教
海
外
医
療
協
力
会
（
Ｊ

Ｏ
Ｃ
Ｓ
）
の
畑
野
研
太
郎
会
長
は
「
村
上
事

務
局
長
が
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
を
設
立
・
発
展
さ
せ
て

い
く
に
あ
た
り
、
『
人
と
の
つ
な
が
り
』
を

大
切
に
し
、
人
を
活
動
に
巻
き
込
ま
せ
る
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
で
あ
る
」
。

　

本
会
が
長
年
加
盟
し
て
い
る
関
西
Ｎ
Ｇ
Ｏ

協
議
会
の
高
橋
美
和
子
事
務
局
長
か
ら
は

「
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
が
市
民
社
会
で
果
た
し
て
い
る

役
割
は
大
き
い
」
。

　

大
阪
府
国
際
課
の
大
西
秀
紀
課
長
は
「
行

政
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
や
連
携
を
と
っ

て
く
だ
さ
り
、
行
政
側
と
し
て
も
信
頼
し
て

い
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
あ
る
」
。

　

外
務
省
か
ら
は
、
「
今
後
の
日
本
の
Ｎ
Ｇ

Ｏ
の
な
か
で
も
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
活
動
が

広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

と
の
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
に
は
現
在
、
個
人
と
組
織
を
合

わ
せ
て
約
２
２
０
０
の
会
員
が
お
り
、
う
ち

５
５
０
以
上
が
20
年
以
上
に
わ
た
り
、
会
員

と
し
て
支
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

支
え
が
大
き
な
宝
で
す
。

　

式
典
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
皆
さ
ま
か
ら

も
「
根
気
強
く
地
道
な
活
動
に
敬
意
を
表
し

ま
す
」
「
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
で
は
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
」
「
事
務
局
に
、
海
外
か
ら
の

イ
ン
タ
ー
ン
を
受
け
入
れ
、
訓
練
す
る
こ
と

も
大
事
と
思
っ
て
い
ま
す
」
「
50
周
年
へ
の

確
か
な
一
歩
と
な
り
ま
す
よ
う
に
祈
念
し
ま

す
」
な
ど
と
、
た
く
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
改
め
ま
し
て
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（

Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
事
務
局
）

未
来
を
見
据
え
て

未
来
を
見
据
え
て

4040
周
年
記
念
式
典

周
年
記
念
式
典

作文コンテスト・日本語スピーチコンテスト

　
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
は
創
立
40
周
年
を
記
念
し
て
作

文
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
審
査
の

結
果
、
近
畿
大
学
国
際
学
部
３
回
生
の
牧
育

美
さ
ん
（
大
阪
府
箕
面
市
）
、
慶
応
義
塾
大

学
法
学
部
１
回
生
の
小
野
桃
果
さ
ん
（
神
奈

川
県
川
崎
市
）
、
応
募
当
時
は
龍
谷
大
学
の

留
学
生
で
そ
の
後
、
中
国
に
帰
国
し
た
大
連

外
国
語
大
学
生
、
牟
玲
さ
ん
（
遼
寧
省
大
連

市
）
の
３
人
を
佳
作
に
選
び
（
優
秀
賞
は
該

当
な
し
）
、
40
周
年
記
念
式
典
で
賞
金
各
１

万
円
と
副
賞
（
万
年
筆
）
を
贈
り
ま
し
た
。

　

作
文
の
課
題
は
「
ア
ジ
ア
の
未
来
―
私
の

提
言
」
。
全
国
16
道
都
府
県
か
ら
86
人
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

牧
さ
ん
は
ア
ジ
ア
の
発
展
途
上
国
支
援
の

方
策
と
し
て
「
自
分
で
仕
事
を
作
り
出
す
た

め
の
教
育
」
が
必
要
だ
、
と
記
述
。
「
将
来

は
ア
ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
役
立
つ

こ
と
を
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

小
野
さ
ん
は
タ
イ
の
日
本
企
業
の
工
場
や

大
学
を
訪
れ
た
体
験
か
ら
、
産
業
、
教
育
、

防
災
で
日
本
の
果
た
す
べ
き
役
割
を
論
じ
ま

し
た
。
「
高
校
生
の
と
き
に
ア
ジ
ア
の
人
た

ち
と
出
会
い
、
ア
ジ
ア
に
目
を
向
け
ね
ば
と

思
い
ま
し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

牟
玲
さ
ん
は
深
刻
化
す
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
の
海
洋
汚
染
問
題
に
つ
い
て
考
察
し
ま

し
た
。

　
　
　
　
　
　

♢

　

Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
は
創
立
40
周
年
を
記
念
し
、

「
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
初
め

て
、
９
月
29
日
に
大
阪
市
天
王
寺
区
の
ク
レ

オ
大
阪
中
央
で
開
催
し
ま
し
た
。
審
査
の
結

果
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
出
身
で
エ
ー
ル
学
園　

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
に
在
学
す
る
ド
ゥ
イ･

ア
グ
ン･

ヌ
グ
ラ
ハ
さ
ん
を
最
優
秀
賞
・
観

客
賞
に
選
び
ま
し
た
。

　

日
本
語
を
母
語
と
し
な
い
国
・
地
域
か
ら

の
留
学
生
（
大
学
・
専
門
学
校
・
日
本
語
学 573人を永年表彰｡29組に感謝状

校
）
が
対
象
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ベ
ト
ナ

ム
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
中
国
、
台
湾
、
韓
国
か

ら
計
７
名
が
参
加
し
ま
し
た
（
他
に
パ
キ
ス

タ
ン
の
社
会
人
１
名
が
特
別
ゲ
ス
ト
）
。　

演
題
は
「
日
本
に
来
て
思
っ
た
こ
と
、
感
じ

た
こ
と
」
「
ア
ジ
ア
（
祖
国
）
と
日
本
」
の

い
ず
れ
か
で
し
た
。

　

参
加
者
が
在
籍
す
る
各
校
な
ど
か
ら
、
多

く
の
方
が
聴
講
に
訪
れ
ま
し
た
。
審
査
委
員

長
の
新
田
香
織
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
理
事
は
「
出
場
者

の
レ
ベ
ル
が
高
く
、
構
成
、
内
容
と
も
論
理

的
で
わ
か
り
や
す
く
ま
じ
め
な
態
度
の
発
表

に
感
銘
し
た
」
と
コ
メ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　
　
　

×　
　
　
　

×　
　
　
　

×

　

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
の
佳
作
３
点
の
全
文

と
、
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
最
優
秀

賞
・
観
客
賞
の
要
約
を
、
次
に
誌
上
で
紹
介

し
ま
す
。

（
そ
れ
ぞ
れ
の
見
出
し
は
、
内
容
に
則
し
て

編
集
部
が
付
け
ま
し
た
）

JAFS創立40周年記念

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
佳
作　

牧　

 

育
美
さ
ん

同　
　
　
　
　

小
野 

桃
果
さ
ん

同　
　
　
　
　

牟　

 　

玲
さ
ん

日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
最
優
秀
賞･

観
客
賞

ド
ゥ
イ･

ア
グ
ン･

ヌ
グ
ハ
ラ
さ
ん

Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
創
立
40
周
年
記
念 

作
文
コ
ン
テ
ス
ト　

佳
作

「
ア
ジ
ア
の
未
来
～
私
の
提
言
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

牧　

育
美

　

最
近
、
ア
ジ
ア
の
時
代
が
到
来
す
る
と
言

う
言
葉
を
よ
く
耳
に
す
る
。
特
に
東
南
ア
ジ

ア
、
イ
ン
ド
な
ど
の
西
ア
ジ
ア
は
今
後
さ
ら

に
発
展
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由

と
し
て
、
若
年
者
の
人
口
が
多
い
と
い
う
こ

と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
国
を
発
展
さ
せ

る
た
め
に
必
要
な
労
働
力
、
購
買
力
が
若
年

者
に
は
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ

ら
の
国
々
は
ま
だ
発
展
途
上
国
で
あ
り
、

水
、
食
、
医
療
、
教
育
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
が

整
っ
て
い
な
い
地
域
も
た
く
さ
ん
あ
る
。
こ

れ
ら
の
状
況
を
見
る
と
、
私
は
途
上
国
が
発

展
す
る
に
は
ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

途
上
国
の
経
済
を
発
展
さ
せ
る
に
は
何
よ

り
も
ま
ず
そ
こ
に
住
む
人
々
が
生
き
る
た
め

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を

す
る
必
要
が
あ
る
。
多
く
の
途
上
国
が
、
経

済
的
自
立
の
壁
に
ぶ
つ
か
っ
て
い
る
中
、
私

た
ち
は
こ
う
し
た
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を

支
援
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

自
分
で
仕
事
を
作
り
出
す
た
め
の
教
育
こ
そ
必
要
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「
ア
ジ
ア
の
未
来
～
私
の
提
言
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
野 

桃
果

　

灼し
ゃ
く
ね
つ熱
の
太
陽
、
漂
う
ナ
ン
プ
ラ
ー
の
香

り
、
飛
び
交
う
威
勢
の
良
い
売
り
文
句
。
日

本
と
は
種
の
異
な
る
熱
気
、
活
気
、
血
気
。

不
十
分
だ
か
ら
こ
そ
、
至
る
所
に
商
機
が
転

が
っ
て
い
る
―
。
バ
ン
コ
ク
に
着
い
た
瞬

間
、
新
興
国
の
潮
流
を
肌
で
感
じ
た
。

　

こ
の
十
年
間
、
日
本
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国

に
対
す
る
企
業
進
出
の
勢
い
は
凄す
さ

ま
じ
い
。

製
造
業
に
留
ま
ら
ず
枠
を
広
げ
、
収
益
も
好

調
で
あ
る
。
一
方
で
、
労
働
賃
金
上
昇
や
品

質
管
理
の
問
題
が
企
業
に
の
し
か
か
る
。
最

低
賃
金
の
引
き
上
げ
に
関
し
て
は
、
フ
ァ
ス

ト
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン
ド
を
始
め
と
す
る
労

働
環
境
改
善
の
面
で
有
意
義
と
も
い
え
る
。

し
か
し
品
質
の
向
上
に
は
、
モ
ラ
ル
意
識
の

抜
本
的
改
革
が
不
可
欠
だ
。
私
は
日
本
の
バ

ル
ブ
メ
ー
カ
ー
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ｚ
の
タ
イ
工
場
に
訪

作文コンテスト・日本語スピーチコンテスト

れ
た
の
だ
が
、
日
本
よ
り
女
性
が
働
き
や
す

い
と
伺
い
目
を
丸
く
し
た
。
あ
る
女
性
は
最

終
工
程
に
配
属
さ
れ
、
信
頼
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
誇
ら
し
い
と
笑
顔
を
見
せ
た
。
依
然
と

し
て
腐
敗
度
の
高
い
ア
ジ
ア
諸
国
で
、
日
本

企
業
が
従
業
員
を
手
厚
く
支
え
意
識
向
上
を

牽
引
し
て
行
う
。
安
い
か
ら
低
品
質
。
こ
う

し
た
偏
見
を
払
拭
す
る
原
動
力
を
先
進
国
企

業
が
秘
め
て
い
る
と
思
え
て
な
ら
な
い
。

　

ネ
オ
ン
が
眩ま
ぶ

し
い
バ
ン
コ
ク
の
中
心
街
を

抜
け
、
ア
ユ
タ
ヤ
に
向
か
っ
た
。
未
舗
装
の

道
路
に
車
が
揺
れ
だ
し
、
突
然
怪
し
げ
な
雰

囲
気
が
漂
う
。
片
腕
の
少
年
が
車
窓
越
し
に

お
金
を
求
め
て
く
る
。
同
じ
国
と
は
思
え
な

い
情
景
に
言
葉
を
失
っ
た
。
こ
れ
が
ま
さ
に

大
使
が
語
気
を
強
め
た
貧
富
の
格
差
、
「
陰

と
陽
」
だ
と
感
じ
た
。
一
見
華
や
か
な
タ
イ

に
は
世
界
一
と
も
報
じ
ら
れ
る
貧
困
格
差
が

潜
む
。
こ
の
格
差
は
、
日
本
の
将
来
像
に
な

り
う
る
と
危
惧
す
べ
き
だ
。
す
で
に
日
本
は

先
進
国
最
悪
レ
ベ
ル
の
貧
困
率
を
抱
え
て
お

「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
詰
め
替
え
自
販
機
を
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

牟　
　

玲

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
と
て
も
軽
く
て
、丈
夫

で
す
。そ
の
長
所
が
仇あ
だ

と
な
り
、回
収
や
保
管

が
不
十
分
な
ま
ま
膨
大
な
量
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
と
な
っ
て
、海
へ
流
れ
出
て
い
ま
す
。

今
や
地
球
上
で
合
計
1
億
５
０
０
０
万
ト
ン

が
浮
遊
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

毎
年
、世
界
の
海
に
約
８
０
０
万
ト
ン
の
プ

ラ
ご
み
が
新
た
に
流
れ
込
ん
で
い
ま
す
。

　

プ
ラ
ご
み
は
自
然
界
で
は
ほ
と
ん
ど
分
解

さ
れ
ず
、
海
洋
を
浮
遊
し
な
が
ら
紫
外
線
な

ど
の
影
響
に
よ
り
、
細
か
く
砕
け
て
、
大
き

さ
５
㎜
以
下
の
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に

分
解
さ
れ
、
有
害
物
質
を
吸
着
し
や
す
い
性

質
を
持
っ
た
ま
ま
、
食
物
連
鎖
に
組
み
込
ま

れ
、
魚
が
そ
れ
を
食
べ
、
人
が
そ
の
魚
を
食

べ
、
人
体
に
蓄
積
さ
れ
ま
す
。
何
と
、
お
刺

身
好
き
な
私
の
体
内
に
も
す
で
に
、
そ
れ
は

入
り
込
ん
で
い
る
の
で
す
。

　

今
や
プ
ラ
ご
み
に
よ
る
海
洋
汚
染
は
深
刻

化
し
て
い
ま
す
。
ア
ジ
ア
の
国
々
は
急
速
な

経
済
発
展
を
し
続
け
て
い
る
と
同
時
に
、
世

界
最
大
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
生
産
国
、
消
費

国
、
廃
棄
国
と
な
っ
て
い
ま
す
。
あ
る
報
告

書
に
よ
る
と
、
海
洋
プ
ラ
ご
み
の
半
数
以
上

は
ア
ジ
ア
の
上
位
５
か
国
（
中
国
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
タ
イ
、
ベ
ト
ナ

ム
）
か
ら
排
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
タ
イ
で
は

運
河
が
プ
ラ
ご
み
で
埋
め
尽
く
さ
れ
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
の
袋
を
呑
み
込
ん
だ
ク
ジ
ラ
が

死
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
プ
ラ
ご
み
の
海
で

大
学
で
防
災
訓
練
を
し
た
こ
と
が
あ
る
か
問

う
た
時
、
誰
も
挙
手
し
な
か
っ
た
。
「
訓
練

と
い
う
習
慣
が
な
い
。
窓
か
ら
一
目
散
に
逃

げ
る
と
思
う
」
。
口
を
揃
え
て
平
然
と
言
う

姿
に
慄り
つ

然ぜ
ん

と
し
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
地
震
が

記
憶
に
も
新
し
い
が
、
世
界
の
自
然
災
害
の

半
数
は
こ
こ
ア
ジ
ア
で
起
き
て
い
る
と
い
う

驚
異
の
事
実
。
も
は
や
逃
れ
ら
れ
な
い
災
害

に
ど
う
対
応
す
る
か
。
ア
ジ
ア
諸
国
で
な
お

ざ
り
に
し
て
き
た
陰
に
迅
速
に
焦
点
を
当
て

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日
本
の
防
災
技
術
や

意
識
は
極
め
て
高
度
な
も
の
で
あ
る
。
防
災

　

支
援
と
聞
い
て
最
初
に
考
え
る
の
は
金
銭

や
物
資
の
提
供
だ
ろ
う
。
た
し
か
に
1
日
わ

ず
か
な
お
金
で
暮
ら
す
人
た
ち
に
と
っ
て
は

こ
れ
ら
の
援
助
は
生
き
る
た
め
に
欠
か
せ
な

い
も
の
で
あ
る
の
に
は
間
違
い
な
い
。
し
か

し
、
私
た
ち
が
ど
れ
だ
け
お
金
や
物
資
を
提

供
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
場
し
の
ぎ
で
あ
り

経
済
の
自
立
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
に
は
な

ら
な
い
。

　

私
が
特
に
力
を
入
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
る

の
は
教
育
で
あ
る
。
教
育
を
す
る
に
あ
た
っ

て
、
読
み
書
き
や
計
算
を
教
え
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
欠
か
せ
な
い
。
国
際
協
力
で
も
雇
用

を
生
む
こ
と
が
良
い
と
さ
れ
、
教
育
に
力
を

入
れ
て
い
る
が
、
私
は
そ
れ
だ
け
で
は
足
り

な
い
と
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
学
校
を
卒
業

し
て
も
必
ず
し
も
生
徒
た
ち
が
仕
事
を
得
ら

で
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
東
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
プ
ラ
ご
み
輸

出
大
国
に
対
し
て
の
非
難
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
２
０
１
７
年
末
に
中
国
は
プ
ラ
ご
み
の

原
則
輸
入
禁
止
、
２
０
１
９
年
に
フ
ィ
リ
ピ

ン
は
カ
ナ
ダ
か
ら
の
ご
み
輸
送
船
の
入
港
拒

否
、
マ
レ
ー
シ
ア
は
日
本
な
ど
へ
不
法
ご
み

の
送
り
返
し
を
発
表
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は

６
月
に
プ
ラ
ご
み
を
ア
メ
リ
カ
に
送
り
返

し
、
大
統
領
は
Ｇ
20
大
阪
の
最
中
に
、
「
先

進
国
の
ご
み
捨
て
場
で
は
な
い
。
輸
入
を
禁

止
す
る
。
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

今
年
６
月
の
Ｇ
20
大
阪
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、

世
界
の
共
通
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
、
日
本
と
相

互
協
力
し
な
が
ら
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
海

洋
プ
ラ
ご
み
に
よ
る
汚
染
を
ゼ
ロ
に
ま
で
削

減
す
る
と
い
う
「
大
阪
ブ
ル
ー
・
オ
ー
シ
ャ

ン
・
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
共
有
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
こ
の
よ
う
な
深
刻
な
大
問
題
を

ど
う
解
決
す
べ
き
で
し
ょ
う
か
。
国
家
レ
ベ

ル
で
は
プ
ラ
ご
み
回
収
の
予
算
化
、
諸
外
国

へ
の
経
済
援
助
・
技
術
援
助
な
ど
。
自
治
体

や
企
業
レ
ベ
ル
で
は
、
海
浜
の
清
掃
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
、
レ
ジ
袋
の
有
料
化
、
ス
ト
ロ

ー
の
紙
製
品
へ
の
転
換
等
が
す
で
に
提
言
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

私
は
新
た
に
次
の
こ
と
を
提
言
し
ま
す
。

先
述
の
よ
う
に
、日
本
で
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

を
一
人
で
二
日
に
１
本
消
費
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
１
回
限
り
で
捨
て

な
い
で
、洗
浄
後
に
マ
イ
ボ
ト
ル
と
し
て
自

動
販
売
機
に
持
っ
て
行
き
、コ
イ
ン
を
投
入

し
て
、詰
め
替
え
て
も
ら
う
の
で
す
。５
回
使

の
概
念
す
ら
抱
い
て
い
な
い
ア
ジ
ア
の
朋
友

と
、
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
早
急
に

進
め
る
。
世
界
の
将
来
を
担
う
ア
ジ
ア
の
明

日
を
守
る
た
め
最
優
先
事
項
と
し
て
動
か
な

け
れ
ば
、
未
来
は
語
れ
な
い
。

　

産
業
、
教
育
、
防
災
。
ア
ジ
ア
に
生
き
る

我
々
が
よ
り
高
い
質
の
未
来
を
築
く
た
め
に

三
要
素
を
取
り
上
げ
た
。
量
が
質
を
持
て
ば

無
限
の
力
を
発
揮
す
る
。
世
界
の
総
人
口
六

割
を
占
め
る
ア
ジ
ア
は
潜
在
能
力
の
宝
庫
で

は
な
か
ろ
う
か
。
宝
の
持
ち
腐
れ
と
な
ら
ぬ

よ
う
「
陰
と
陽
」
両
者
か
ら
実
情
を
捉
え
、

表
彰
さ
れ
た
牧
育
美
さ
ん
（
左
）
、
小
野
桃
果

さ
ん
（
右
）
＝
10
月
５
日
、
大
阪
市
中
央
区

れ
る
と
は
限
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。つ
ま
り
、

自
分
で
仕
事
を
作
り
出
す
た
め
の
教
育
が
必

要
だ
と
考
え
る
。
彼
ら
が
仕
事
を
作
り
出
せ

ば
、
次
の
世
代
を
雇
う
こ
と
も
で
き
る
。

　

最
近
経
済
発
展
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
国

の
一
つ
と
し
て
ル
ワ
ン
ダ
を
あ
げ
る
と
、
ル

ワ
ン
ダ
政
府
の
政
策
は
彼
ら
の
教
育
を
「
職

さ
が
し
の
た
め
の
勉
強
」
か
ら
「
自
分
で
自

分
の
仕
事
を
つ
く
る
た
め
の
勉
強
」
に
変
え

て
い
る
。
政
府
は
、
雇
用
は
自
ら
の
中
に
あ

り
、
そ
れ
が
国
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
必
要

な
こ
と
だ
と
彼
ら
に
伝
え
て
い
る
。
さ
ら

に
、
政
府
は
若
者
が
仕
事
を
つ
く
り
出
す
の

を
手
助
け
す
る
た
め
、
職
業
訓
練
校
の
改
革

や
フ
ァ
ン
ド
の
設
立
な
ど
の
政
策
を
実
施
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
政
策
を
ア
ジ
ア
の
発
展

途
上
国
も
取
り
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
雇
用

の
機
会
が
生
ま
れ
る
の
を
た
だ
待
っ
て
い
る

だ
け
で
は
な
く
、
自
分
で
仕
事
を
つ
く
り
出

す
こ
と
で
経
済
が
自
立
し
、
ア
ジ
ア
は
さ
ら

に
飛
躍
す
る
だ
ろ
う
と
考
え
る
。

り
、
少
子
化
の
一
途
を
辿
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
日
本
と
同
等
の
出
生
率
で
あ
る
タ
イ
で

は
、
少
子
化
ゆ
え
に
移
民
の
問
題
も
山
積
み

で
、
い
ず
れ
日
本
も
そ
の
壁
に
直
面
す
る
だ

ろ
う
。
貧
困
が
理
由
で
出
産
で
き
な
い
こ
と

も
多
い
。
悪
循
環
を
根
絶
す
る
上
で
有
力
と

さ
れ
る
の
が
教
育
支
援
で
あ
る
。
東
南
ア
ジ

ア
諸
国
で
は
義
務
教
育
の
期
間
拡
充
に
よ

り
、
幅
広
い
階
層
の
子
供
が
学
習
機
会
を
得

つ
つ
あ
る
。
だ
が
、
財
源
不
足
に
よ
り
地
方

間
に
お
け
る
質
の
格
差
は
残
存
し
て
い
る
。

各
地
域
が
力
を
入
れ
る
産
業
分
野
を
見
極
め

た
上
で
、
ど
の
教
育
課
程
を
重
視
す
る
か
考

慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
日
本
は
他
国

の
貧
困
実
態
を
前
例
と
し
て
学
ぶ
と
同
時

に
、
百
％
に
近
い
高
校
進
学
率
を
支
え
る
仕

組
み
を
共
有
す
る
。
決
し
て
他
人
事
で
は
な

い
貧
困
問
題
の
解
決
策
を
、
半
学
半
教
を
も

っ
て
模
索
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
し
て
近
年
、
貧
困
に
加
え
て
生
命
を
脅

か
す
の
が
自
然
災
害
で
あ
る
。
私
が
タ
イ
の

ア
ジ
ア
の
掲
げ
る
理
想
像
を
緻ち

密み
つ

に
描
き
、

広
く
共
有
す
る
こ
と
が
急
務
だ
。
二
国
間
だ

け
で
な
く
、
マ
ル
チ
な
枠
組
み
で
連
携
せ
ね

ば
な
ら
な
い
。
現
在
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
（
東
ア
ジ
ア

地
域
包
括
的
経
済
連
携
）
の
交
渉
が
盛
ん
に

行
わ
れ
て
い
る
が
、
よ
り
実
働
的
な
策
が
求

め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
そ
れ
ら
を
政
府
間
の
み

な
ら
ず
民
間
団
体
や
市
民
間
に
波
及
さ
せ
、

皆
で
陰
に
も
光
を
当
て
て
い
き
た
い
。
東
京

五
輪
を
控
え
日
本
は
存
在
感
を
増
す
。
ア
ジ

ア
の
課
題
に
先
立
っ
て
取
り
組
む
姿
は
、
世

界
の
鏡
と
な
る
は
ず
だ
。

子
供
た
ち
が
泳
い
で
い
ま
す
。

　

韓
国
は
２
０
１
９
年
1
月
、
大
型
ス
ー
パ

ー
で
の
レ
ジ
袋
使
用
を
法
律
で
禁
止
し
、
ベ

ト
ナ
ム
は
自
然
分
解
す
る
レ
ジ
袋
を
除
き
、

袋
の
量
に
応
じ
た
課
税
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

日
本
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
生
産
量
が
世
界

第
３
位
、
一
人
当
た
り
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容

器
ご
み
の
廃
棄
量
で
は
、
ア
メ
リ
カ
に
次
い

で
世
界
第
２
位
と
い
う
「
プ
ラ
ご
み
大
国
」

な
の
で
す
。
国
内
で
の
年
間
流
通
レ
ジ
袋
は

４
０
０
億
枚
、
一
人
当
た
り
一
日
約
１
枚
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
２
２
７
億
本
に
達
し
、
一

人
当
た
り
１
８
９
本
、
二
日
に
１
本
の
消
費

で
す
。

　

日
本
は
プ
ラ
ご
み
の
全
体
量
を
減
ら
し
な

が
ら
、
技
術
革
新
に
よ
る
代
替
素
材
の
開
発

使
い
捨
て
を
や
め
、プ
ラ
ご
み
輸
出
大
国
返
上
へ

産
業
・
教
育
・
防
災
…
日
本
の
役
割
を
海
外
で
実
感
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（
ド
ゥ
イ
・
ア

グ
ン
・
ヌ
グ
ラ
ハ
）　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
出

身
、
エ
ー
ル
学
園　

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
学
科

　

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
こ
れ
か
ら
は

「
成
功
は
空
か
ら
降
っ
て
来
る
ま
い
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
ス
ピ
ー
チ
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
こ
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
皆
さ
ん
は
、
日
本

の
技
術
製
品
を
使
用
し
た
こ
と
が
な
い
方
は

い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
日
本
は
面

積
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
５
分
の
１
の
大
き
さ

な
の
に
、
経
済
力
は
世
界
で
３
番
目
で
す
。

ど
う
し
て
こ
ん
な
に
も
発
展
で
き
た
の
で
し

ょ
う
か
。
こ
れ
に
対
し
て
私
な
り
の
考
え
を

今
か
ら
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

あ
る
日
、
あ
る
友
人
が
私
に
「
ね
え
ね
え

ア
グ
ン
、
知
っ
て
る
？　

日
本
人
て
さ
、
生

ま
れ
た
時
か
ら
天
才
だ
か
ら
、
日
本
は
発
展

し
た
ん
だ
よ
」
と
言
い
ま
し
た
。
で
す
が
私

は
、
「
ん
ー
い
や
、
日
本
人
全
員
が
天
才
と

し
て
生
ま
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
」
と
思

っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
こ
と
わ
ざ
に
「K

esuksesan itu tidak 
jatuh dari langit

」
と
い
う
も
の
が
あ
り

ま
す
。
日
本
語
に
翻
訳
す
る
と
、
「
成
功
は

空
か
ら
降
っ
て
来
る
ま
い
」
と
な
り
、
こ
れ

は
「
成
功
の
裏
に
は
必
ず
努
力
が
あ
る
」
を

意
味
し
ま
す
。
私
は
、
日
本
人
が
生
ま
れ
な

が
ら
に
し
て
天
才
な
の
で
は
な
く
、
こ
の
こ

と
わ
ざ
の
よ
う
に
努
力
を
し
て
日
本
を
発
展

さ
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
ま
し
た
。

２
０
１
７
年
に
私
は
日
本
に
来
て
初
め
て
、

日
本
人
の
成
功
に
は
２
つ
の
理
由
が
あ
る
こ

と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
１
つ
目
は
、
日
本
人

は
仕
事
の
際
に
は
常
に
一
生
懸
命
努
力
し
な

が
ら
働
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し

て
２
番
目
は
、
日
本
人
は
時
間
を
非
常
に
大

切
に
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
子
ど
も

の
こ
ろ
私
は
親
に
、
「
ア
グ
ン
、
勝
つ
か
負

け
る
か
よ
り
、
努
力
が
一
番
だ
」
と
教
え
ら

れ
ま
し
た
。
日
本
人
は
ま
さ
に
そ
の
言
葉
の

通
り
に
、
全
力
を
尽
く
し
て
努
力
し
て
い
ま

す
。
と
は
言
え
、
い
く
ら
頑
張
っ
て
も
、
い

く
ら
努
力
し
て
も
、
も
し
効
率
が
悪
け
れ

ば
、
成
功
す
る
可
能
性
は
低
い
で
し
ょ
う
。

そ
の
た
め
日
本
人
が
時
間
に
対
し
て
非
常
に

厳
し
く
、
有
効
活
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。

　

例
を
挙
げ
る
と
、
私
の
ア
ル
バ
イ
ト
先

で
、
も
し
５
分
前
に
出
勤
す
る
と
、
す
ぐ
、

「
お
い
お
い
。
今
何
時
？　

も
う
、
遅
い
じ

ゃ
ん
、
お
前
！
」
と
店
長
に
言
わ
れ
て
、
怒

ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
と
き
私
は
、

「
い
や
ぁ
、
ま
だ
５
分
前
な
の
に
…
」
と
思

い
、
当
時
は
そ
の
厳
し
さ
が
信
じ
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

ま
た
日
本
人
は
子
ど
も
の
頃
か
ら
、
よ
く

親
に
「
早
く
寝
な
さ
い
！　

早
く
勉
強
し
な

さ
い
！
」
な
ど
、
「
早
く
」
と
よ
く
言
わ
れ

て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
の
よ
う
な
経
験
を
通

し
て
、
日
本
人
は
時
間
を
有
効
的
に
使
え
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
、

今
、
「
成
功
は
空
か
ら
降
っ
て
来
る
ま
い
」

と
い
う
こ
と
わ
ざ
を
、
先
程
の
日
本
人
の
例

と
共
に
理
解
で
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
と
は
い
え
私
も
、
「
あ
～
ぁ
、
成
功
は

空
か
ら
降
っ
て
く
れ
ば
い
い
の
に
」
と
思
い

な
が
ら
、
私
は
こ
の
ス
ピ
ー
チ
を
成
功
さ
せ

る
た
め
に
、
た
く
さ
ん
の
努
力
を
し
て
き
ま

し
た
。
な
の
で
私
は
、
今
回
の
こ
の
努
力
を

糧か
て

に
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
努
力
を
怠
ら
ず
、

成
功
を
つ
か
み
に
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
以
上
こ
れ
で
私
の
ス
ピ
ー
チ
を
終
わ
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
な

ぜ
日
本
人
が
こ
こ
ま
で
成
功
で
き
た
の
か

を
、
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

新・The 社会貢献

　企業や労働組合、各種団体は、それぞれの理念に基づいて活動していますが、
いろいろな形で社会の役に立ちたいという気持ちは私たちと同じです。アジア協
会アジア友の会の理念にご賛同、ご協力くださっている法人会員を紹介します。

　

● 

株
式
会
社
エ
ム
ピ

コインパーキングでカンボジアへ井戸支援

　

そ
の
後
、
東
大
寺
の
ご
住
職
が

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
井
戸
を
５
０
０
基

寄
贈
し
、
不
衛
生
な
水
で
命
を
落

と
す
多
く
の
人
を
救
っ
て
い
る
こ

と
を
知
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を

通
じ
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
の
井
戸
支

援
を
始
め
ま
し
た
。
15
年
2
月
に

私
の
名
前
で
あ
る
松
浦
の
Ｍ
と
パ

ー
キ
ン
グ
の
Ｐ
か
ら
命
名
し
て
㈱

エ
ム
ピ
を
創
立
。
現
在
、
井
戸
建

設
の
資
金
源
と
な
る
コ
イ
ン
パ
ー

　

私
は
元
々
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
商

社
・
岩
谷
産
業
㈱
の
セ
ー
ル
ス
エ

ン
ジ
ニ
ア
で
し
た
が
、
２
０
０
６

年
に
58
歳
で
起
業
を
目
指
し
て
退

職
し
、
繋
が
り
が
あ
っ
た
水
事
業

の
会
社
ウ
ォ
ー
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
営

業
本
部
長
と
し
て
勤
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
富
士
山

の
天
然
水
を
「
プ
レ
ミ
ア
ム
ウ
オ

ー
タ
ー
」
と
し
て
販
売
す
る
会
社

を
設
立
し
ま
し
た
。　

キ
ン
グ
の
運
営
を

始
め
、
天
然
水
販

売
や
天
然
水
事
業

に
関
す
る
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
水
を

通
じ
て
社
会
貢
献

し
て
い
き
た
い
と

願
っ
て
お
り
ま

す
。岐阜市下土居2-13-1　

☎  058-231-9233
社長：松浦 正

新・The
社会貢献

「得る喜びより喜んでもらう幸せ」を実践 ● 

大
阪
松
下
幸
之
助
経
営
を
学
ぶ
Ｐ
Ｈ
Ｐ
友
の
会

ホ
ス
テ
ル
で
行
わ
れ
た
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ

地
区
世
話
人
研
修
会
で
会
員
拡
大

に
つ
い
て
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
折
に
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
の
社
会
貢

献
活
動
や
会
員
の
皆
様
の
交
流
状

況
な
ど
を
知
っ
た
こ
と
が
大
き
な

き
っ
か
け
で
す
。
私
ど
も
の
会
と

交
流
を
活
発
化
し
、
社
会
貢
献
そ

の
他
の
分
野
で
共
に
学
び
成
長
し

て
い
け
れ
ば
と
考
え
、
こ
の
度
入

会
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

全
国
Ｐ
Ｈ
Ｐ
友
の
会
の
拠
点
の

ひ
と
つ
と
し
て
２
０
１
４
年
９
月

に
発
足
し
ま
し
た
。
現
在
６
年
目

の
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
経
営
者
友
の
会

で
会
員
は
31
名
で
す
。
月
例
定
例

会
を
、
大
阪
市
内
の
上
本
町
や
梅

田
界
隈
で
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
と
の
ご
縁
は
、
既
に

全
国
Ｐ
Ｈ
Ｐ
友
の
会
で
は
募
金
な

ど
が
あ
り
ま
す
が
、
私
（
高
木
）

が
18
年
９
月
に
大
阪
国
際
ユ
ー
ス

＊
Ｐ
Ｈ
Ｐ
と
は
、

Peace and Happiness 
through Prosperity

の
略
で
「
物
心
と

も
に
豊
か
な
繁
栄

に
よ
っ
て
真
の
平

和
と
幸
福
を
実
現

し
て
い
き
た
い
」

と
の
願
い
か
ら
、

松
下
幸
之
助
が
創

設
し
ま
し
た
。

大阪府泉佐野市
南中安松 1119-1-903
☎  090-6061-4129
会長：高木孝一

っ
て
６
回
目
に
捨
て
る
な
ら
、全
世
界
で
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
ご
み
は
50
％
減
る
の
で
す
。企

業
に
は
現
在
の
自
販
機
を
改
良
し
た
り
、現

行
自
販
機
の
横
に
新
自
販
機
を
併
置
し
た
り

し
て
も
ら
う
の
で
す
。料
金
、衛
生
面
、補
充

体
制
等
の
課
題
は
順
次
、解
決
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。そ
う
す
れ
ば
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
使

い
捨
て
が
激
減
し
、海
洋
プ
ラ
ご
み
汚
染
ゼ

ロ
化
に
も
大
き
く
貢
献
で
き
る
の
で
す
。

　

日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト　

最
優
秀
賞･

観
客
賞

降
っ
て
来
な
い
成
功
を
努
力
で
つ
か
ん
だ
日
本
人

日本語スピーチコンテストの出場者たち。右から２
人目がヌグラハさん＝９月29日、大阪市天王寺区
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チ
ャ
リ
テ
ィ

  

イ
ベ
ン
ト
25
年

Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
第
８
エ
リ
ア

Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
第
８
エ
リ
ア

Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
第
８
エ
リ
ア

　

第
６
エ
リ
ア
の
神
戸
・
芦
屋
・
西
宮
地
区

で
は
、
１
９
９
５
年
１
月
に
神
戸
で
初
め
て

の
ぞ
う
す
い
の
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
の
翌
週
の
大
震
災
に
よ
り
神
戸
で
の

継
続
が
い
き
な
り
困
難
に
。
１
年
半
後
に
西

宮
で
後
を
継
ぎ
、
ぞ
う
す
い
の
会
を
再
び
開

く
こ
と
が
で
き
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

そ
の
後
、
私
が
参
加
し
て
き
た
西
宮
地
区

で
は
、
『
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
西
宮
ぞ
う
す
い
の
会
』

と
名
乗
り
、
西
宮
国
際
交
流
デ
ー
や
西
宮
中

央
教
会
の
バ
ザ
ー
に
毎
年
参
加
し
て
い
ま

す
。
外
国
人
を
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に
招
い

て
の
「
ぞ
う
す
い
の
会
」
、
外
国
人
の
男
性

を
講
師
に
し
て
の
「
お
と
こ
の
料
理
教
室
」

や
多
数
の
外
国
人
と
一
般
参
加
者
が
交
流
を

図
る
「
ア
ジ
ア
ン
パ
ー
テ
ィ
」
を
開
催
し
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
も
何
回
も
開
い
て

き
ま
し
た
。
並
行
し
、
「
じ
ゃ
ふ
し
あ
ん
」

と
い
う
活
動
報
告
を
30
号
ま
で
発
行
し
ま
し

た
。

　

井
戸
を
贈
る
こ
と
を
活
動
の
目
的
と
し
、

９
基
の
井
戸
を
ア
ジ
ア
各
地
に
届
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
近
年
は
諸
事
情
で
活
動
へ
の
参

加
が
困
難
に
な
る
会
員
が
続
き
、
単
独
で
の

イ
ベ
ン
ト
開
催
が
困
難
に
な
り
、
神
戸
や
芦

屋
地
区
の
会
員
と
相
互
に
協
力
し
て
活
動
を

続
け
て
い
ま
す
。

　

立
ち
上
げ
当
初
か
ら
地
区
活
動
の
中
心
で

あ
り
父
親
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
岡
田
昂

さ
ん
（
＝
写
真
中
央
）
が
９
月
に
お
亡
く
な

り
に
な
り
ま
し
た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る

と
同
時
に
、
岡
田
さ
ん
の
意
思
を
継
い
で
、

地
区
活
動
を
継
続
・
再
発
展
し
て
い
か
ね
ば

と
、
思
い
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

  　

（
西
宮
地
区
世
話
人　

平
山
隆
史
）

Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
第
６
エ
リ
ア

Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
第
６
エ
リ
ア

Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
第
６
エ
リ
ア

地
区
の
父
の
遺
志
継
ぎ
活
動
発
展

　
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
第
８
エ
リ
ア
は
、
政
令
都
市
の

大
阪
府
堺
市
を
始
め
南
海
本
線
沿
い
の
泉
南

の
市
町
村
に
ま
た
が
る
広
い
地
域
で
あ
る
。

25
年
程
前
か
ら
、
会
員
や
世
話
人
を
始
め
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
を
積
極
的
に
企
画
実
施
し
て

き
た
。
近
年
、
組
織･

会
員
数
な
ど
弱
体
化･

減
少
し
て
き
た
が
、
そ
れ
で
も
誇
れ
る
継
続

イ
ベ
ン
ト
や
支
援
が
あ
る
。

　

①
新
春
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
小
品
展　

地
域
の

画
廊
で
21
年
間
継
続
し
て
い
る
。
オ
ー
ナ
ー

の
北
野
さ
ん
が
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
の
理
念
に
共
感
さ

れ
、
ア
ジ
ア
子
供
絵
画
展
か
ら
始
ま
り
、
作

家
の
作
品
の
販
売
で
多
額
の
寄
付
を
い
た
だ

い
て
い
る
。
②
サ
マ
ー
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ギ
タ

ー
コ
ン
サ
ー
ト
＝
写
真　

会
員
の
田
口
吉
三

さ
ん
の
ギ
タ
ー
教
室
の
発
表
会
に
ミ
ニ
バ
ザ

ー
な
ど
で
参
加
し
て
い
る
。
コ
ン
サ
ー
ト
は

無
料
な
が
ら
善
意
の
募
金
が
あ
る
。
11
年
継

続
。
③
佐
藤
手
芸
教
室
の
バ
ザ
ー　

毎
月
第

一
日
曜
の
高
石
市
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に

参
加
。
15
年
以
上
継
続
。

　

こ
れ
ら
か
ら
の
寄
付
金
は
主
と
し
て
ネ
パ

ー
ル
の
井
戸
建
設
、
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン

ト
、
看
護
師
の
奨
学
金
な
ど
に
供
さ
れ
て
き

た
。
過
去
に
は
イ
ン
ド
の
学
校
修
復
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
台
風
被
災
支
援
な
ど
で
１
５
０
～

３
０
０
名
参
加
の
大
イ
ベ
ン
ト
を
数
回
実
施

し
て
き
た
が
、
昨
今
、
高
齢
化
が
進
み
昔
ほ

ど
企
画･

推
進
力
が
無
い
。
老
若
男
女
世
代

の
バ
ラ
ン
ス
や
企
画
の
取
捨
選
択
を
考
慮
し

て
活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　

  

（
高
石
地
区
世
話
人　

佐
藤
満
昭
）

地
区
会･

エ
リ
ア
紹
介
②

　
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
の
ア
ジ
ア
支
援
に
協
力
す
べ
く

大
阪
府
の
富
田
林
地
区
会
で
は
、
地
域
に
見

合
っ
た
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
古
着
、
雑
貨
な
ど
を
バ
ザ
ー
で

販
売
し
た
り
、
ア
ル
ミ
缶
収
集
で
得
た
収
益

を
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
を
通
じ
、
ネ
パ
ー
ル
で
の
学
校

建
設
資
金
に
充
て
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

既
に
４
校
寄
贈
し
ま
し
た
。
ま
た
日
本
三
不

動
の
一
つ
で
「
眼
の
神
様
」
と
し
て
信
仰
さ

れ
る
「
滝
谷
不
動
尊
」
で
は
、
毎
月
28
日
の

縁
日
で
バ
ザ
ー
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ア
ル
ミ
缶
は
、
自
宅
に
収
集
袋
を
用
意

し
、
近
隣
の
方
々
が
持
ち
寄
り
く
だ
さ
っ
た

も
の
を
業
者
に
買
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
当
初
、
個
人
で
の
空
き
缶
収
集
は
、
な

か
な
か
住
民
の
理
解
が
得
ら
れ
ず
戸
惑
う
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
で
は
す
っ
か
り
地

域
に
定
着
し
て
お
り
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま

す
。
ア
ル
ミ
缶
の
価
格
は
変
動
幅
が
大
き
く

安
い
時
は
１
㎏
で
40
円
で
す
が
、
高
い
時
は

１
㎏
で
140
円
で
す
。
１
㎏
は
３
５
０
㏄
缶
で

約
70
個
に
相
当
し
ま
す
。
「
塵
も
積
も
れ
ば

山
と
な
る
」
の
精
神
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
夏
に
は
里
山
で
焼
肉
パ
ー
テ
ィ
を

楽
し
ん
だ
り
、
冬
は
大
阪
最
高
峰
の
金
剛
山

　

大
阪
府
の
枚
方
地
区
会
は
、
枚
方
在
住
の

会
員
75
名
か
ら
成
り
た
っ
て
い
ま
す
。
ひ
ら

か
た
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
（
旧
Ｎ
Ｐ
Ｏ

セ
ン
タ
ー
）
に
団
体
登
録
し
て
17
年
に
な
り

ま
す
。

　

本
部
活
動
へ
の
参
加
の
他
、
枚
方
地
区
会

独
自
で
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
る
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。
「
ぞ
う
す
い
の
会
」
や
「
テ

ィ
ー
サ
ロ
ン
」
で
は
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
や
ワ

ー
ク
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
た
会
員
の
方
を
招

い
て
、
ア
ジ
ア
の
現
在
の
様
子
や
、
Ｊ
Ａ
Ｆ

Ｓ
の
ア
ジ
ア
で
の
活
動
状
況
を
聞
き
ま
す
。

そ
の
参
加
費
と
経
費
の
差
額
や
、
枚
方
ま
つ

り
、
ひ
ら
か
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
フ
ェ
ス
タ
等
の
模
擬

店
参
加
か
ら
の
収
益
を
積
み
立
て
、
今
ま
で

に
ネ
パ
ー
ル
３
基
、
ス
リ
ラ
ン
カ
１
基
、
ミ

ャ
ン
マ
ー
１
基
、
ラ
オ
ス
１
基
と
、
６
基
の

井
戸
を
贈
り
ま
し
た
。
た
だ
今
、
７
基
目
の

ネ
パ
ー
ル
の
井
戸
（
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
＆
集
水

タ
ン
ク
）
に
向
け
て
積
み
立
て
中
で
す
。

　

ま
た
以
前
か
ら
相
互
に
協
力
し
て
い
る
寝

屋
川
地
区
会
と
の
共
同
企
画
で
、
地
元
の
魅

力
を
再
発
見
で
き
る
「
寝
屋
川
・
枚
方
ウ
オ

ー
カ
ソ
ン
」
＝
写
真
＝
も
行
っ
て
い
ま
す
。

「
参
加
す
る
こ
と
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
合

言
葉
に
、
こ
れ
か
ら
も
一
人
で
も
多
く
の
方

に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
魅
力
の
あ

る
楽
し
い
催
し
を
企
画
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

（
枚
方
地
区
世
話
人　

天
野
由
紀
代
）

枚
方
地
区
会

枚
方
地
区
会

枚
方
地
区
会

参加することがボランティア

富
田
林
地
区
会

富
田
林
地
区
会

富
田
林
地
区
会

バ
ザ
ー
や
缶
で

ネ
パ
ー
ル
に
学
校

を
登
山
し
て
、
会
員
の
親
睦
を
図
り
交
流
を

深
め
て
い
ま
す
。
ま
た
富
田
林
の
地
の
利
を

活
か
し
、
重
要
文
化
財
と
し
て
観
光
地
で
も

あ
る
寺
内
町
で
毎
春
開
か
れ
る
「
寺
内
町
ひ

な
め
ぐ
り
」
（
江
戸
末
期
か
ら
明
治
初
期
の

珍
し
い
雛
人
形
）
を
、
旧
家
の
街
並
み
を
会

員
と
歩
き
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
皆
さ
ん
と
協
力
し
な
が
ら
無
理
な
く

活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。
引
き
続
き
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。  

（
富
田
林
地
区
代
表　

沖
田
哲
男
）
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国
内
外
の
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
Ｈ
Ｐ
に
載
せ
て
い
ま
す
︒
記
事
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
へ
＝
裏
表
紙
に
ア
ド
レ
ス
、
連
絡
先

国
内
外
の
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
Ｈ
Ｐ
に
載
せ
て
い
ま
す
︒
記
事
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
へ

SDGs達成へ協働フェスタ

　

夏
の
暑
さ
の
ま
ま
の
９
月
１
日
、
大
阪
府

大
東
市
の
Ｊ
Ｒ
住
道
駅
・
北
側
デ
ッ
キ
広
場

で
、
大
東
市
の
後
援
を
得
て
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
主
催

天
気
に
恵
ま
れ

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

バ
ザ
ー
ル

JAFSプラザ

　

日
本
に
暮
ら
す
外
国
人
が
２
７
０
万
人
を

超
え
、
大
阪
府
松
原
市
で
も
、
多
く
の
人
が

共
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
今
後
一
層
の
国
際

化
が
進
む
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま

で
の
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
地
区
活
動
に
加
え
、
松
原
在

住
の
外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
人
々
と
互
い
の

文
化
を
尊
重
し
な
が
ら
学
び
合
い
、
交
流
し

合
え
る
場
、
さ
ら
に
悩
み
な
ど
を
相
談
し
合

え
る
場
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

い
う
考
え
に
至
り
ま
し
た
。

　

市
内
の
小
・
中
学
校
の
先
生
に
協
力
い
た

だ
き
、
外
国
に
ル
ー
ツ
の
あ
る
生
徒
や
保
護

者
の
存
在
や
様
子
を
知
る
こ
と
か
ら
始
め
ま

し
た
。
昨
年
６
月
に
は
私
た
ち
自
身
が
学
び

考
え
る
場
と
し
て
、
外
国
に
ル
ー
ツ
の
あ
る

保
護
者
か
ら
聞
き
取
り
の
会
を
行
い
、
集
ま

っ
た
方
々
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。
８
月
に
交

流
の
場
づ
く
り
の
た
め
の
実
行
委
員
会
を
開

き
、
「
ど
ん
な
こ
と
で
困
っ
て
い
る
か
」

「
ど
ん
な
場
に
す
れ
ば
よ
い
か
」
な
ど
に
つ

い
て
話
し
合
い
「
カ
ラ
フ
ル
ま
つ
ば
ら
」
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

10
月
に
開
い
た
第
１
回
交
流
会
＝
写
真
＝

は
、
50
名
を
超
す
参
加
の
中
、
４
人
の
ゲ
ス

ト
の
リ
レ
ー
メ
ッ
セ
ー
ジ
か
ら
始
ま
り
、
様

々
な
立
場
の
お
話
を
伺
い
、
後
半
は
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
体
験
や
日
常
の
こ
と
ま
で
話

が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
改
め
て
、
松
原
市

が
多
様
性
に
富
ん
で
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま

し
た
。

　

外
国
に
ル
ー
ツ
の
あ
る
人
々
に
と
っ
て
ホ

　

９
月
28
・
29
日
の
2
日
間
、
東
京
・
お
台

場
で
恒
例
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ェ
ス
タ
Ｊ
Ａ

Ｐ
Ａ
Ｎ
」
が
開
か
れ
、
飲
食
と
展
示
の
ブ
ー

ス
を
出
展
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
＝
写

真
。
私
自
身
、
こ
の
フ
ェ
ス
タ
の
担
当
を
す

る
の
が
２
年
ぶ
り
で
し
た
が
、
食
材
や
道
具

類
、
出
展
に
向
け
た
本
部
と
の
や
り
と
り
な

ど
当
日
に
向
け
て
の
準
備
や
、
ブ
ン
・
ス
ウ

ォ
ン
（
ベ
ト
ナ
ム
麺
）
、
チ
ャ
イ
、
ア
ジ
ア

各
国
の
品
々
の
販
売
な
ど
を
み
ん
な
で
協
力

し
て
行
う
こ
と
で
、
誰
も
が
グ
ロ
ー
バ
ル
フ

の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
ル
を
開
催
し
ま
し

た
＝
写
真
。
開
始
は
10
時
か
ら
で
す
が
、
ス

タ
ッ
フ
は
８
時
前
後
に
全
員
集
合
、
会
場
の

設
営
を
開
始
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
お
天
気

に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
の
設
営
、
屋
台
の
準
備
。
そ
れ

に
出
演
・
出
展
を
い
た
だ
い
た
関
係
者
が
準

備
し
、
予
定
通
り
10
時
に
開
始
し
ま
し
た
。　

　

開
始
直
後
は
、
駅
の
デ
ッ
キ
で
も
あ
り
、

駅
へ
直
行
す
る
人
が
多
数
で
し
た
が
、
昼
前

に
は
、
ブ
ー
ス
に
立
ち
寄
る
人
が
増
え
、
ポ

ン
セ
ン
・
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
・
お
う
ど
ん
な

ど
も
売
れ
始
め
ま
し
た
。
で
も
、
や
は
り
一

番
売
れ
行
き
好
調
な
の
は
お
酒
類
で
し
た
。

出
演
者
の
演
じ
る
懐
か
し
い
口
笛
、
三
味

線
、
民
謡
な
ど
を
聞
き
な
が
ら
、
そ
れ
と
な

く
立
ち
寄
っ
た
人
た
ち
と
一
緒
に
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

  

（
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
会
員　

伊
藤
勝
）

Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
40
周
年
記
念
の
一
貫
と
し
て
大

阪
府
の
河
内
長
野
ア
ジ
ア
友
の
会
が
11
日
29

日
、
河
内
長
野
市
立
文
化
会
館
に
て
瀬
田
敦

子
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

瀬
田
さ
ん
＝
写
真
＝
は
現
在
ポ
ー
ラ
ン
ド

在
住
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
で
、
同
国
シ
ュ
タ
ブ
ノ

ズ
ル
イ
市
名
誉
市
民
。
里
子
を
５
人
支
援
さ

れ
て
い
る
ほ
か
、
里
子
支
援
の
た
め
の
チ
ャ

リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
を
、
帰
国
に
合
わ
せ
て

20
年
以
上
続
け
て
い
ま
す
。
今
回
は
河
内
長

野
ア
ジ
ア
友
の
会
が
、
少
し
で
も
支
援
に
協

ッ
と
す
る
居
場
所
と
な
り
、
互
い
の
文
化
を

学
び
、
交
流
し
協
力
し
合
う
こ
と
で
、
す
べ

て
の
人
が
住
み
よ
い
明
日
の
松
原
を
一
緒
に

築
い
て
い
け
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
　

  

（
松
原
地
区
世
話
人　

橋
本
末
子
）

11
月
23
日
、
京
都
市
の
バ
ザ
ー
ル
・
カ
フ

ェ
館
内
や
庭
を
会
場
に
し
て
「
バ
ザ
ー
ル
フ

ィ
エ
ス
タ
２
０
１
９
」
が
開
か
れ
ま
し
た
＝

写
真
。
「
様
々
な
思
い
、
活
動
、
人
が
集
い

楽
し
む
日
」
と
し
て
12
回
目
を
迎
え
た
お
祭

り
で
す
。
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
京
都
地
区
と
し
て
出
展

し
、
活
動
紹
介
と
、
シ
ュ
ト
ー
レ
ン
な
ど
の

焼
き
菓
子
と
ポ
ト
フ
の
販
売
を
し
ま
し
た
。

会
員
の
福
井
さ
ん
が
つ
く
っ
た
焼
き
菓
子
は

大
人
気
で
完
売
!!
天
候
に
も
恵
ま
れ
ま
し

た
。
多
く
の
出
会
い
が
あ
り
、
ア
ジ
ア
協
会

の
広
報
に
努
め
、
ま
た
支
援
金
の
協
力
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
京
都
地
区
世
話
人　

柳
井
一
郎
）

力
し
た
い
と
、

コ
ン
サ
ー
ト
開

催
を
名
乗
り
で

た
次
第
で
す
。

　

瀬
田
さ
ん
の

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

で
華
麗
な
ピ
ア

ノ
に
、
日
本
に

い
る
こ
と
を
忘

れ
、
シ
ョ
パ
ン

の
生
地
ワ
ル
シ

ャ
ワ
に
導
い
て

　

第
15
回
Ｎ
Ｐ
Ｏ
協
働
フ
ェ
ス
タ
が
９
月
22

日
、
大
阪
府
の
高
槻
市
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。
台
風
接
近
で
気
を
も

み
ま
し
た
が
、
お
天
気
が
持
ち
こ
た
え
、
会

場
前
に
は
手
作
り
市
が
並
び
ま
し
た
。
ス
テ

ー
ジ
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
歓
声
に
包
ま
れ

て
高
槻
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
・
は
に
た
ん

が
登
場
‼ 
大
阪
医
科
大
学
看
護
学
部
の
学

生
さ
ん
の
「
ミ
ニ
町
の
保
健
室
」
な
ど
初
参

加
の
ブ
ー
ス
が
増
え
、
市
民
の
交
流
が
一
段

と
厚
み
を
増
し
た
印
象
で
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
高
槻
は
活
動
展
示
コ
ー
ナ
ー

で
、
映
画
「
セ
カ
イ
イ
チ
オ
イ
シ
イ
水
」

や
、
摂
津
響Saal

で
の
瀬
田
敦
子
さ
ん
の
チ

ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当

て
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
の
40
年
に
及
ぶ
活
動
を
紹
介

＝
写
真
。
う
れ
し
い
こ
と
に
早
速
、
コ
ン
サ

ー
ト
の
チ
ケ
ッ
ト
が
売
れ
、
入
会
を
検
討
し

て
く
だ
さ
る
方
も
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
み
ん
な
で
創
ろ
う
未

来
の
た
か
つ
き
」
。
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
違
う
団

体
が
手
を
取
り
合
い
、
国
連
が
提
唱
す
る

SD
Gs

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
の
「
誰

ひ
と
り
と
し
て
取
り
残
さ
な
い
社
会
を
」
に

向
か
い
進
ん
で
い
こ
う
と
す
る
姿
勢
は
、
Ｊ

Ａ
Ｆ
Ｓ
の
活
動
そ
の
も
の
で
し
た
。

（
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
理
事　

齋
藤
か
お
る
）

多様性交流めざし｢カラフルまつばら｣

瀬
田
敦
子
さ
ん
が

コ
ン
サ
ー
ト

ェ
ス
タ
の
出
展
に
つ
い
て
理
解
し
、
Ｊ
Ａ
Ｆ

Ｓ
関
東
の
絆き
ず
なを
さ
ら
に
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
関
東
の
メ
ン
バ
ー
は
少
数
で
あ

り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
時
間
を
使

い
協
力
し
て
準
備
し
、
１
つ
の
イ
ベ
ン
ト
を

成
功
さ
せ
る
精
鋭
揃
い
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

う
い
う
メ
ン
バ
ー
で
い
ら
れ
る
こ
と
を
誇
り

に
思
い
ま
す
。

（
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
関
東
会
員　

小
島
学
）

み
ん
な
で
出
展

き
ず
な
深
め
た

バ
ザ
ー
ル
カ
フ
ェ
で

Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
を
Ｐ
Ｒ

く
だ
さ
っ
て
い
る
感
覚
に
陥
り
ま
し
た
。
感

動
に
酔
い
し
れ
な
が
ら
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
近

々
、
訪
れ
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
河
内
長
野
ア
ジ
ア
友
の
会
新
谷
百
代
）
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●
社
員
会
費

池
田
直
樹
／
井
上
勇
一
／
内
山
宏
／
大
本
和

子
／
岡
本
圭
司
／
小
原
純
子
／
小
原
孝
彦
／

白
方
誠
彌
／
寺
西
浩
章
／
中
嶋
啓
子
／
ナ
リ

ン
ダ
ー
シ
ン
セ
テ
ィ
／
服
部
道
代
／
平
瀬
勢

丈
／
松
浦
正
／
松
原
正

●
維
持
会
費

秋
山
タ
カ
子
／
上
城
戸
清
隆
／
浅
尾
佐
江
子

／
安
宅
義
人
／
石
若
達
弥
／
市
川
秀
一
／
伊

藤
義
人
／
井
上
公
男
／
井
上
邦
子
／
井
上
周

三
／
岩
坪
小
夜
子
／
上
田
慎
子
／
植
田
延
江

／
宇
田
喜
美
子
／
宇
野
和
子
／
岡
本
就
介
／

小
川
知
佳
／
沖
田
哲
男
／
小
野
孝
博
／
片
岡

伸
介
／
加
藤
洋
／
壁
谷
桂
子
／
河
合
忠
和
／

河
口
正
隆
／
川
副
竹
善
／
川
那
辺
操
／
北
村

真
澄
／
木
下
四
朗
／
久
留
須
眞
由
美
／
小
菅

八
郎
／
小
山
明
／
佐
藤
高
／
佐
藤
根
恵
美
／

澤
村
和
子
／
品
木
吉
明
／
白
國
哲
司
／
杉
本

牧
子
／
鈴
木
浩
／
髙
橋
未
央
／
辰
巳
桂
子

／
谷
口
ち
ゑ
子
／
谷
山
祐
子
／
玉
木
町
子

／
田
村
京
子
／
辻
井
昌
子
／
出
口
和
子
／

Teresitae Sunga

／
戸
田
恭
子
／
富
永
た

け
／
永
江
敦
子
／
中
尾
和
子
／
中
橋
康
治
・

真
由
美
／
永
原
幹
男
／
中
山
康
夫
／
野
井
洋

正
／
乗
田
昌
司
／
橋
本
芳
樹
／
畠
山
基
／
畑

中
義
雄
／
原
田
佳
子
／
廣
田
恵
美
／
福
岡
仁

／
福
西
礼
子
／
藤
田
高
淳
／
船
越
健
司
／
古

谷
佳
世
子
／
堀
内
眞
弓
／
前
田
恵
／
前
田
安

太
郎
／
松
本
佳
成
／
三
島
明
美
／
水
ノ
上
成

彰
／
溝
口
治
／
水
城
実
／
宮
野
京
子
／
向
井

宏
之
／
向
出
純
子
／
武
藤
三
代
子
／
宗
形
充

弘
／
安
田
勝
／
矢
野
浩
美
／
山
地
尚
枝
／
湯

浅
禎
也
／
吉
田
敬
市
／
吉
田
樹
央
／
吉
田
元

比
古

●
賛
助
会
費

秋
元
千
佳
／
足
立
暁
／
安
藤
幹
雄
／
生
駒
晴

代
／
石
田
功
夫
／
石
山
光
子
／
市
川
晃
／
伊

東
明
子
／
伊
藤
恵
理
／
岩
岡
幸
衣
／
岩
間
美

佐
子
／
鵜
飼
卓
／
大
塩
節
子
／
岡
光
子
／
小

笠
原
達
治
／
岡
田
能
里
子
／
岡
本
眞
理
子
／

新
入
会
員
ご
紹
介

ご
入
会
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
（
敬
称
略
・
50
音
順
）

２
０
１
９
年
９
月
１
日
～
11
月
30
日

会
費
納
入
者
︑寄
付
・
物
品
協
力
者

温
か
い
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
（
敬
称
略
・
50
音
順
）　

２
０
１
９
年
９
月
１
日
～
11
月
30
日

な
お
夏
季
・
冬
季
募
金
へ
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、

１
年
後
の
夏
季
・
冬
季
に
別
紙
で
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
維
持
会
員

川
那
辺
操
／
谷
口
ち
ゑ
子
／Teresitae 

Sunga

／
船
越
健
司
／
向
出
純
子
／
鞭
和
夫

●
賛
助
会
員

寺
林
公
子

●
ジ
ュ
ニ
ア
会
員

上
田
愛
瑠

●
里
親
会
員

梅
本
仁
美
／
谷
口
ち
ゑ
子
／
三
好
一
雄

沖
野
雅
一
／
越
智
和
子
／
小
原
俊
之
／
角
谷

道
子
／
片
田
欣
三
／
加
藤
朝
子
／
加
藤
紀
子

／
鎌
田
重
明
／
神
谷
尚
孝
／
岸
野
亮
淳
／
喜

多
榮
子
／
北
野
与
志
江
／
北
原
祐
司
／
木
村

直
子
／
木
村
征
代
／
際
本
多
市
／
久
保
真
太

郎
／
倉
知
里
美
／
黒
木
昭
子
／
孝
橋
裕
美
／

小
髙
靜
／
後
藤
安
子
／
後
藤
泰
子
／
後
藤
理

紗
／
小
西
紀
代
美
／
斉
田
真
理
子
／
佐
々
木

健
児
・
ゆ
み
子
／
三
本
松
三
津
江
／
清
水
美

知
子
／
庄
子
幸
子
／
新
羅
和
子
／
菅
洋
子
／

鈴
木
通
文
／
瀬
戸
井
初
恵
／
相
馬
隆
人
／
田

尾
茂
・
ま
す
よ
／
高
澤
美
貴
／
田
中
貴
美
子

／
田
中
啓
／
谷
山
美
和
子
／
堤
祐
子
／
寺
林

公
子
／
富
田
修
／
友
松
千
草
／
永
井
勝
也
／

中
川
由
美
／
中
川
亮
／
中
谷
良
二
／
中
野
通

／
中
村
滋
／
西
川
久
美
子
／
二
野
英
子
／
長

谷
川
美
穂
子
／
花
崎
能
理
子
／
馬
場
順
子
／

鎺
喜
世
多
／
林
八
重
子
／
林
祐
己
／
原
響
子

／
平
林
佳
江
子
／
福
岡
陽
子
／
藤
原
朗
／
舟

﨑
和
誠
／
堀
内
登
久
子
／
松
居
安
佐
子
／
佐

野
富
栄
／
松
田
和
子
／
松
本
沙
耶
香
／
三
重

野
哲
／
三
木
あ
ゆ
子
／
皆
笹
信
二
／
宮
本
益

見
／
三
好
和
香
子
／
村
上
五
郎
／
森
原
尚
子

／
安
富
睦
／
八
束
庸
子
／
山
口
淳
／
山
田
潤

子
／
山
本
宏
昭
／
行
廣
真
紀
／
横
田
健
／
吉

岡
久
江
／
若
林
茂
美

●
ジ
ュ
ニ
ア
会
費

上
田
愛
瑠

●
団
体
会
費

ア
ジ
ア
子
供
支
援
フ
ジ
ワ
ー
ク
基
金
／
大
阪

西
野
田
教
会
／
㈱
ク
オ
リ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
／

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
デ
バ
イ
ス
労
働
組
合
／
枚
方

・
交
野
国
際
奉
仕
活
動
協
会

●
法
人
賛
助
会
費

㈱
ウ
ォ
ー
タ
ー
ネ
ッ
ト
／
子
ど
も
の
平
和
と

生
存
の
た
め
の
童
話
館
基
金
／
武
田
病
院
グ

ル
ー
プ
／
日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
大
阪
府

連
合
会
／
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
㈱
Ｃ
Ｓ
Ｒ
社
会
文

化
部

●
里
親
会
費

ア
ジ
ア
子
供
支
援
フ
ジ
ワ
ー
ク
基
金
／
飯
嶋

朝
子
／
飯
田
哲
雄
／
伊
佐
地
光
寿
／
石
神
慧

美
子
／
石
神
誠
／
伊
藤
恵
理
／
岩
岡
幸
衣
／

梅
田
祥
仁
／
大
須
賀
丕
出
子
／
大
塚
恵
子
／

大
原
映
子
／
大
本
和
子
／
岡
光
子
／
岡
田
能

里
子
／
小
川
誠
／
越
智
和
子
／
角
谷
道
子
／

笠
谷　

寿
美
／
加
藤
朝
子
／
鎌
田
勝
江
／
鎌

田
重
明
／
神
本　

文
子
／
北
野
与
志
江
／
北

畑
哲
治
／
北
村
晏
一
／
木
村
征
代
／
日
下
早

衛
子
／
児
下
美
恵
／
小
髙
靜
／
後
藤
三
津
枝

／
阪
本
美
代
子
／
佐
藤
理
香
／
佐
山
早
苗
／

竺
原
恵
美
子
／
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
関
東
／
白
神
博
子

／
瀬
戸
井
初
恵
／
田
尾
茂
・
ま
す
よ
／
高
瀬

稔
彦
／
高
田
禎
子
／
武
内
彩
／
竹
田
由
美
子

／
田
中
壽
美
子
／
谷
村　

信
彦
／
谷
山
美
和

子
／
筒
井
利
弘
／
冨
松
英
二
／
中
川
亮
／
中

﨑　

雄
也
／
中
橋
康
治
・
真
由
美
／
中
山
忠

愛
／
根
津
千
枝
子
／
野
井
洋
正
／
長
谷
川
雅

子
／
長
谷
川
美
穂
子
／
鎺
喜
世
多
／
原
響
子

／
福
岡
陽
子
／
福
田
忠
明
／
藤
原
克
彦
／
増

田
愛
子
／
松
原
第
三
中
学
校
１
年
１
組
／
松

村
加
奈
理
／
水
野
礼
子
／
三
好
一
雄
／
三
好

和
香
子
／
武
藤
三
代
子
／
武
藤
祐
介
／
森
下

正
志
／
森
田
光
子
／
山
下
由
起
／
山
田
潤
子

／
吉
田
幸
子
／
吉
田
聡
子
／
吉
田
暢
子
／
吉

田
宏
／
和
田
幸
子
／
渡
部
高
明

●
一
般
寄
付

熱
田
親
憙
／
雨
森
由
美
／
池
田
直
樹
／
伊
奈　

徹
／
小
原
純
子
／
関
西
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
ラ

ス
ト
協
会
／
桑
村
壽
子
／
櫻
井
紘
哉
／
篠
原

勝
弘
／
正
法
地
浩
／
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
つ
な
が

る
募
金
／
土
屋
菊
男
／
寺
西
浩
章
／
冨
松
英

二
／
ナ
モ
ナ
キ
ビ
リ
オ
ネ
ラ
／
橋
羽
和
樹
／

藤
原
登
志
子
／
藤
原
正
昭
／
藤
原
増
子
／
眞

砂
哲
志
／
村
上
公
彦
／
森
本
榮
三
／
山
口
淳

／ReShop KAN
AU

／
脇
家
崇
夫

●
井
戸
積
立

㈻
清
風
学
園
／
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
ぞ
う
す
い
の
会

●
井
戸
建
設
支
援

○
カ
ン
ボ
ジ
ア

イ
オ
ン
グ
ル
ー
プ
労
働
組
合
連
合
会
／
濵
口

宸
也
／
村
上
聡
代

○
ス
リ
ラ
ン
カ

米
田
明
正

○
フ
ィ
リ
ピ
ン

京
セ
ラ
労
働
組
合
本
部
／
京
都
暁
星
高
等
学

校
／
釜
下
金
郎

○
ネ
パ
ー
ル

京
都
暁
星
高
等
学
校

○
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

新
保
崇
浩

●
ア
ジ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
奨
学
会
費

上
野
孝
一
／
村
上
公
彦

●
ア
ジ
ア
・
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
夢
基
金
寄
付

Ａ
Ｆ
Ｓ
イ
ン
ド
グ
ル
ー
プ
／
Ａ
Ｆ
Ｓ
ネ
パ
ー

ル
／
Ａ
Ｆ
Ｓ
ソ
ル
ソ
ゴ
ン
／
夢
基
金
支
援
会

／
Ａ
Ｆ
Ｓ
ロ
ナ
ラ

●
ア
ジ
ア
・
ユ
ー
ス
サ
ミ
ッ
ト
寄
付

冨
松
英
二
／
㈲
西
田
興
産

●
ア
ジ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ミ
ナ
ー
寄
付

ア
イ
ビ
ー
歌
声
サ
ロ
ン
／
穐
山
常
男
／
天
野

貞
男
／
天
野
澄
子
／
有
山
京
子
／
幾
谷
眞
規

子
／
伊
藤
エ
リ
サ
／
小
川
冨
／
沖
田
哲
男
／

小
原
純
子
／
柿
島
裕
／
栢
下
壽
／
川
西
秀
樹

／
江
夏
博
美
／
古
賀
旭
／
小
柳
二
郎
／
金
剛

一
智
／
坂
口
久
代
／
櫻
井
紘
哉
／
佐
藤
正
明

・
闊
子
／
㈱
三
愛
コ
ス
モ
ス
／
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
歌

声
サ
ロ
ン
／
新
谷
百
代
／
大
仁
孝
太
郎
／
高

澤
美
貴
／
田
中
久
雄
／
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
旅
人
／
藤

間
孝
子
／
豊
田
祥
二
／
中
島
ヒ
ロ
子
／
中
村

正
憲
／
西
田
貞
之
／
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
バ
ー
ラ
ト
会

／
橋
本
隆
／
長
谷
川
千
衣
／
畠
山
ひ
ろ
み
／

福
岡
名
津
子
／
福
西
宗
子
／
藤
原
克
彦
／
古

川
光
照
／
古
山
陽
一
／
法
花
敏
郎
／
的
場
義

惠
／
村
上
公
彦
／
毛
利
吉
男
／
森
本
榮
三
／

山
口
か
を
る
／
吉
田
清
史
／
吉
田
暢
子
／
若

元
良
嗣
／
渡
辺
治
彦

新会員紹介・領収報告新会員紹介・領収報告

●
ア
ジ
ア
・
子
ど
も
支
援

大
和
ハ
ウ
ス
工
業
㈱
／
㈱
テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス

／
松
尾
慶
治
／
饒
平
名
知
幸
／
渡
邉
瑠
璃
子

●
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
植
林
支
援

イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
ワ
ー
カ
ー
ズ
ユ
ニ
オ
ン

●
イ
ン
ド･

Ｈ
Ｉ
Ｖ
子
ど
も
と
家
族
支
援
会
費

苗
村
登
美
子

●
イ
ン
ド
・
パ
ダ
ト
ラ
小
学
校
支
援

有
山
京
子
／
石
原
基
義
／
伊
藤
勝
／
上
田
愛

瑠
／
沖
田
哲
男
／
沖
田
文
明
／
佐
藤
高
／
新

谷
百
代
／
髙
杢
好
治
／
巽
正
憲
／
福
岡
名
津

子
／
法
花
敏
郎
／
村
上
和
範
／
村
上
公
彦
／

山
下
良
一
／
山
田
訓
子
／
渡
辺
治
彦
／
渡
邉

瑠
璃
子
／
ド
リ
ア
ン
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

●
中
国
教
育
医
療
支
援

渡
辺
治
彦

●
コ
ス
モ
ニ
ケ
タ
ン
指
定
寄
付

二
反
田
静
子

●
ス
リ
ラ
ン
カ
・
サ
ル
ボ
ダ
ヤ
支
援
会
費

實
清
隆

●
ス
リ
ラ
ン
カ
・
サ
ル
ボ
ダ
ヤ
支
援

渡
辺
治
彦

●
チ
ャ
イ
ル
ド
ア
カ
デ
ミ
ー
指
定
寄
付

因
幡
明
洋
／
大
阪
府
立
三
島
高
等
学
校
国
際

交
流
部

●
ネ
パ
ー
ル
・
バ
イ
オ
ガ
ス
寄
付

設
楽
宏
幸

●
ネ
パ
ー
ル
・
ピ
ト
ゥ
リ
支
援
会
費

小
川
幸
子
／
倉
光
和
之
／
小
松
朱
美
／
前
田

美
津
代
／
前
田
豊
／
宮
本
博
幸

●
ネ
パ
ー
ル
・
地
域
医
療
支
援

渡
辺
治
彦

●
ネ
パ
ー
ル
子
ど
も
夢
・
基
金

大
原
映
子

●
ネ
パ
ー
ル
指
定
寄
付

佐
々
木
遡

●
ネ
パ
ー
ル
学
校
建
設
指
定
寄
付

富
田
林
地
区
会
ラ
リ
ー
グ
ラ
ス
／
山
田
恵
美

／
渡
辺
治
彦

●
ネ
パ
ー
ル
地
震
被
災
者
支
援

霜
鳥
正
／
饒
平
名
知
幸

●
フ
ィ
リ
ピ
ン
障
害
者
支
援

渡
辺
治
彦

●
地
球
幸
せ
募
金

小
代
利
子

●
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
寄
付

小
野
寺
知
子
／
東
代
清
隆

●
助
成
金

○
イ
ン
ド
・
ム
ス
カ
村
医
療
設
備
支
援

日
本
労
連
連
合
・
愛
の
カ
ン
パ

●
40
周
年
記
念
募
金

ア
イ
ビ
ー
歌
声
サ
ロ
ン
／
浅
井
聡
子
／
浅
野

直
人
／
浅
野
弘
／
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
事
務
局
／
東
静

代
／
熱
田
親
憙
／
天
野
澄
子
／
有
山
京
子
／

イ
オ
ン
グ
ル
ー
プ
労
働
組
合
連
合
会
／
池
田

直
樹
／
池
田
美
奈
子
／
池
田
悦
子
／
石
田
武

／
（
社
福
）
一
粒
福
祉
会
／
伊
藤
エ
リ
サ
／

因
幡
明
洋
／
今
井
利
子
／
岩
田
芳
晴
／
岩
坪

小
夜
子
／
上
田
律
子
／
上
村
い
つ
子
／
㈱
ウ

ォ
ー
タ
ー
ネ
ッ
ト
／
㈻
エ
ー
ル
学
園
／
枝
川

豊
／
戎
野
博
太
郎
／
㈱
Ｏ
Ｓ
Ｇ
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
／
大
塩
節
子
／
大
谷
臣
子
／
大
友
恵

美
／
大
本
和
子
／
岡
三
証
券
㈱
／
岡
田
一
／

岡
本
佳
子
／
小
川
誠
／
興
津
謙
太
郎
／
奥
村

文
子
／
小
原
俊
之
／
梶
谷
阿
久
里
／
加
芝
ナ

ミ
子
／
柏
木
道
子
／
㈱
カ
ス
テ
ロ
／
加
藤
喜

代
子
／
加
藤
紀
子
／
金
子
文
子
／
神
峯
山
寺

／
神
谷
尚
孝
／
河
内
長
野
市
国
際
交
流
協
会

／
川
西
秀
樹
／
岸
本
玲
子
／
北
道
子
／
北
畑

哲
治
／
北
村
真
澄
／
木
下
良
子
／
木
村
千
鶴

／
葛
谷
友
子
／
㈱
ク
レ
コ
ス
／
㈱
グ
ロ
ー
ア

ッ
プ
／
小
出
裕
司
／
河
野
直
子
／
齋
藤
公
代

／
坂
口
久
代
／
澤
村
和
子
／
㈱
三
愛
コ
ス
モ

ス
／
設
楽
宏
幸
／
渋
江
理
香
／
島
田
恒
／
Ｊ

Ａ
Ｆ
Ｓ
歌
声
サ
ロ
ン
／
高
岸
泰
子
／
白
神
博

子
／
菅
洋
子
／
瀬
川
真
平
／
㈱
創
栄
社
／
高

澤
美
貴
／
高
瀬
規
佐
江
／
高
橋
み
わ
こ
／
武

生
伸
子
／
田
中
壽
美
子
／
田
中
久
雄
／
田
邊

眞
裕
／
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
旅
人
／
（
医
）
天
神
山
古

賀
眼
科
／
㈱
ツ
ー
ル
オ
カ
フ
ジ
／
辻
賢
二
／

辻
澄
子
／
富
田
修
／
中
川
寛
子
／
中
野
為
夫

･

桂
子
／
中
山
康
夫
／
奈
蔵
知
子
／
西
川
京

子
／
㈲
西
田
興
産
／
西
村
節
子
／
西
村
美
和

子
／
西
本
悦
子
／
（
公
社
）
日
本
キ
リ
ス
ト

教
海
外
医
療
協
力
会
／
寝
屋
川
教
会
／
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
寝
屋
川
十
字
の
園
／
Ｊ
Ａ

Ｆ
Ｓ
バ
ー
ラ
ト
会
／
畑
野
研
太
郎
／
畠
平
恵

子
／
服
部
貢
／
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
労

働
組
合
連
合
会
／
濱
口
み
ど
り
／
早
崎
鉄
也

／
原
田
和
幸
／
東
野
俊
之
／
㈱
ビ
ケ
ン
テ
ク

ノ
／
枚
方
・
交
野
国
際
奉
仕
活
動
協
会
／
平

野
千
晴
／
廣
田
恵
美
子
／
福
岡
名
津
子
／
福

澤
邦
治
／
福
西
礼
子
／
藤
原
伊
津
子
／
藤
原

正
昭
／
古
山
陽
一
／
本
多
礼
子
／
前
澤
良
子

／
前
田
み
ど
り
／
真
嶋
克
成
／
佐
野
富
栄
／

松
田
静
雄
／
松
野
光
伸
／
丸
井
和
子
／
水
谷

惣
一
／
三
田
村
英
宗
／
三
林
寿
子
／
宮
木
健

一
／
宮
本
照
佳
／
宗
像
千
代
子
／
森
﨑
律
子

／
森
本
匡
昭
／
森
本
宥
紹
／
矢
賀
繁
之
／
山

田
和
広
／
山
田
穂
積
／
山
田
不
動
産
㈱
／
山

野
和
子
／
山
本
晴
子
／
湯
浅
洋
子
／
ユ
ニ
チ

カ
労
働
組
合
／
吉
田
俊
朗
／
饒
平
名
知
幸
／

連
合
大
阪
／
脇
家
崇
夫
／
渡
辺
治
彦
／
渡
邉

瑠
璃
子
／
匿
名
希
望
26
名

●
物
品
・
日
用
品
・
食
料
品
等
寄
贈

阿
部
委
功
子
／
天
野
澄
子
／
井
上
寧
子
／
宇

都
か
お
る
／
大
澤
淑
／
大
本
和
子
／
木
内

寛
子
／
く
ぼ
り
ク
リ
ニ
ッ
ク
／
下
久
保
恵
子

／
新
茨
木
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
友
の
会
／
仁
義
千

春
／
新
谷
広
美
／
杉
野
佳
代
／
高
橋
美
也
子

／
寺
川
文
二
／
東
條
保
子
／
東
代
清
隆
／
豊

島
靖
子
／
中
西
豊
次
／
仁
井
恭
子
／
野
田
真

美
子
／
平
原
榮
子
／
三
浦
邦
子
／
南
沢
禮
子

／
南
谷
美
保
／
山
下
理
枝

年賀状の残りなど、書き損じハガキを
お持ちでしたら、ご寄贈をお願いしま
す。郵便局にてハガキに交換し、地域
イベントの案内を送るなど支援の輪を
拡げるために使わせていただきます。
＜送り先＞
〒550-0002　大阪市西区江戸堀1-2-14
　　　　　　肥後橋官報ビル５階
アジア協会アジア友の会　宛

書き損じハガキ寄贈
お願いします

年賀状の残りなど、書き損じハガキを

書き損じハガキ寄贈
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●対象国はインド、カンボジ
ア、ネパール、バングラデ
シュ、フィリピンです

● 会 費 は 里 子 １ 人 年 額
20,000円。複数も可です

●里親には、里子の写真や成
長記録をお届けします

「アジア里親の会」
里親募集

　

勉
強
し
た
く
て
も
経
済
的
な
理
由
で
学
校
に
行
け

な
い
、
進
学
の
道
を
絶
た
れ
る
。
ア
ジ
ア
協
会
で
は

そ
ん
な
ア
ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち
を
里
親
制
度
で
支
援

し
て
い
ま
す
。
今
回
は
イ
ン
ド
の
里
子
の
生
活
を
お

伝
え
し
ま
す
。

水
・
食
事
が
足
り
な
く
て
も
夢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
十
分
に
と
れ
な
い
日
も
よ
く
あ
り
ま
す
。

　

家
に
は
水
道
や
ト
イ
レ
な
ど
生
活
に
必
要

な
設
備
は
何
も
あ
り
ま
せ
ん
。
登
校
前
に
、

父
の
手
伝
い
を
す
る
の
と
村
の
共
同
露
天
井

戸
に
水
く
み
に
行
く
の
が
彼
の
仕
事
で
し
た

が
、
雨
が
ほ
と
ん
ど
降
ら
な
い
た
め
井
戸
は

干
上
が
っ
て
い
ま
す
。
週
に
２
回
給
水
車
が

来
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
給
水

車
が
来
な
い
こ
と
も
あ
り
、
生
活
に
必
要
な

水
を
十
分
に
得
ら
れ
な
い
こ
と
で
家
族
は
今

と
て
も
困
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
で
も
、
今
は
コ
ス
モ
ニ
ケ
タ
ン

で
の
最
終
学
年
で
、
春
に
は
中
学
校
修
了
試

験
が
あ
る
の
で
、
今
年
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
年

に
し
た
い
と
勉
強
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

彼
は
い
い
成
績
で
試
験
を
パ
ス
し
て
高
校

に
行
き
、
将
来
は
警
察
官
に
な
る
と
い
う
夢

の
実
現
に
近
づ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

里
親
さ
ん
の
ご
支
援
で
今
ま
で
学
び
続
け
て

こ
ら
れ
た
こ
と
を
、
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。　
　

（
編
集
ス
タ
ッ
フ　

大
本
和
子
）

　

ダ
イ
ワ
ン
ト
・
コ
ラ
カ
ー
ル
君
は
日
印
友

好
学
園
コ
ス
モ
ニ
ケ
タ
ン
の
10
年
生
（
日
本

の
中
学
３
年
生
に
当
た
る
）
で
す
。
学
校
か

ら
10
㎞
以
上
離
れ
た
村
か
ら
ス
ク
ー
ル
バ
ス

で
通
学
し
て
い
ま
す
。
父
は
日
雇
い
の
農
夫

と
し
て
働
い
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
数
年
、
雨

期
に
も
雨
が
降
ら
な
い
こ
と
が
多
く
植
え
付

け
が
で
き
ず
、
農
場
で
の
仕
事
が
な
い
こ
と

も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
時
は
同
じ

く
日
雇
い
労
働
者
の
母
と
、
牛
飼
い
の
仕
事

に
行
き
ま
す
が
、
収
入
が
少
な
い
の
で
食
事

里子の笑顔／アジアの友から

ゴ
ー
タ
ム･

ブ
ッ
ダ･

モ
ン
ダ
ル

Ａ
Ｆ
Ｓ
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

「教育で貧困なくせ」新聞社から発信
な
く
す
」
こ
と
を
テ
ー
マ
に
ア
ジ
ア
各
国

で
活
動
し
て
い
る
こ
と
に
感
銘
し
メ
ン
バ

ー
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
は
ご
存
知
の
と
お
り

人
口
密
度
の
高
い
国
で
す
。
貧
困
に
苦
し

む
人
も
多
く
い
ま
す
。
私
に
は
、
そ
の
よ

う
な
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
学
校

を
作
り
、
教
育
に
よ
り
貧
困
か
ら
立
ち
上

が
る
人
を
育
て
た
い
と
い
う
夢
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
ぜ
ひ
と
も
日
本
の

皆
さ
ん
の
お
力
を
お
借
り
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
だ
ま
だ
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
と
共
に
活
動

す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
一
緒

に
活
動
し
、
皆
さ
ん
に
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

の
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　

貧
し
く
は
あ
り
ま
す
が
、
素
晴
ら
し
い

と
こ
ろ
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
特
に
農

村
部
の
人
た
ち
は
非
常
に
誠
実
で
親
切
、

そ
し
て
働
き
者
で
す
。
そ
ん
な
人
た
ち
と

の
ふ
れ
あ
い
か
ら
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
メ
ン
バ
ー
と

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
友
好
が
さ
ら
に
発
展

す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

◇

　

落
ち
着
い
た
穏
や
か
な
雰
囲
気
の
中
に

ユ
ニ
ー
ク
さ
を
持
ち
、
今
後
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
の
活
動
を
牽
引
し
て
く
れ
る
こ
と
を

期
待
す
る
新
メ
ン
バ
ー
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

（
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
事
務
局
）

　

首
都
ダ
ッ
カ
で“T

he D
aily Sam

akal 
D

haka〟

と
い
う
新
聞
社
の
オ
ン
ラ
イ
ン

ニ
ュ
ー
ス
の
編
集
者
を
し
て
い
ま
す
。
こ

の
マ
ス
コ
ミ
の
仕
事
を
通
し
、
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
の
抱
え
る
様
々
な
社
会
問
題
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
労
働
権
・
イ
ン
ド
国
境

・
難
民
・H

IV
/A

ID
S

な
ど
目
の
あ
た
り

に
し
て
き
ま
し
た
。
貧
困
で
苦
し
ん
で
い

る
人
た
ち
に
自
国
の
者
と
し
て
何
か
し
な

け
れ
ば
と
い
う
思
い
を
持
ち
、
取
材
し
た

こ
と
を
書
籍
に
し
て
出
版
、
よ
り
多
く
の

人
に
こ
の
現
状
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と

願
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
が
き
っ
か
け
で
２
０
１
６
年
に
神

戸
学
院
大
学
に
招し
ょ
う
へ
い聘さ
れ
、
来
日
の
機
会

を
得
ま
し
た
。
そ
の
際
に
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
事
務

所
を
訪
問
し
、
Ａ
Ｆ
Ｓ
の
活
動
を
知
り
ま

し
た
。
自
国
最
大
の
問
題
で
あ
る
貧
困
を

削
減
し
た
い
私
の
考
え
と
同
じ
「
貧
困
を

環境コラム／編集後記

　
　

たのですが、売電期間が10年に達した家庭から順
次終了。わが家も2020年4月で終了します。私は
買ってもらえなくとも、わが家の太陽光発電所か
ら少しでも自然エネルギーを電力網に供給し続け
たいと思っているのですが、他の選択肢として、
リチウムイオン蓄電池に余剰電力を貯めておいて
自分の家で使うという方法もあります。ノーベル
化学賞の研究成果を使うのと、どちらが良いかと
少し迷いますが、わが家の場合、家計および蓄電
池を生産流通する環境負荷を考えると、蓄電池の
導入はしないでおこうと思います。燃料電池エネ
ファームも設置し自家発電しており、夜はその電
気もあるので蓄電した電気の使い道があまりな
く、またエコとは言え設備だらけにもなるので。
将来的に電気自動車を持つことになれば、太陽光
発電の電気で充電できるなとは思っています。
　でも新規にお考えの方にとっては、太陽光発電
と蓄電池セットでの自家発電は良いと思います。
両者とも価格が下がってきていますし、初期投資
は要しますが、その後は電気を買わずに自然エネ
ルギーからの自家製電気だけで暮らせるかもしれ
ません。一度、発電見込量と消費電力量、導入費
用と今お支払いの電気代などシミュレーションし
てみられてはいかがでしょうか。　　
　　　　　　　　（JAFSスタッフ　川本 裕子）

　ノーベル化学賞が、リチウムイオン電池を研究
開発した吉野彰氏に授与されました。近年の革新
的なIT進化を支えてきたのがリチウムイオン電
池であったことが改めて紹介され、偉大な研究業
績を身近に感じた方も多かったと思います。また
太陽や風など自然エネルギーによる発電量が天候
により変化し電気を安定供給できない欠点に対し
て、リチウムイオン蓄電池を使うことで発電量の
変動を平準化でき、二酸化炭素を出さない自然エ
ネルギー発電の利用が進むと期待されています。
　私も家庭での太陽光発電の余剰電力買取制度が
始まった初年度2010年4月に、太陽光発電を始め
ました。太陽のおかげで明るい昼があり、温かく
なり、風が起こり、雲がわき、雨が降り、水も得
られる。動植物も育つ。人間はもともと太陽のす
ばらしい恵みを受けて生きてきたわけですが、現
代にあっては、太陽の恵みを電気に変えて受けら
れもします。温かい太陽で冷やすこともできま
す。温暖化の今、夏のクーラーの必要性は高まっ
ていますが、太陽による暑さを太陽による電気で
冷ますことができ、他のエネルギーを使わず自己
完結できるのです。夏の昼にクーラーをかけた家
にいると、これを実感して少し安心します。
　この余剰電力高額買取が、2019年11月から終了
に向かいました。買電よりも高額で売電できてい

JAFS創立40周年を記念して、40年間の
歩みを1冊にまとめた記念誌を作成しま
した。当会活動の歴史と全容を知ってい
ただける内容です。ご希望の方にはお送
りいたしますので、ご連絡ください。
TEL: 06-6444-0587　FAX: 06-6444-0581
E-mail: asia＠jafs.or.jp

40 周年記念誌あります入
会
ご
案
内

　

皆
さ
ま
が
会
員
と
な
っ
て
サ
ポ
ー

ト
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
で
、
安
定
し

た
活
動
計
画
が
で
き
ま
す
。
継
続
し

た
活
動
を
し
て
い
く
た
め
に
も
、
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Ａ．維持会費 年額１口 12,000円
  （月額1,000 円）
Ｂ．賛助会費 年額１口 6,000円

（月額600 円＝振込手数料含む）
Ｃ．ジュニア会費（高校生まで）
 年額１口 1,000円
Ｄ．団体会費 年額１口 20,000円
Ｅ．法人賛助会費 年額１口 50,000円

会費・寄付の振り込み先
郵便振込  00960-6-10835 
三菱UFJ銀行中之島支店  普通1007011

編

集

後

記

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池

方
貞
子
さ
ん
、
中
村
哲
さ
ん
と

い
う
日
本
の
国
際
協
力
の
先
人

は
令
和
の
時
代
を
天
か
ら
ど
の
よ
う
に

見
て
お
ら
れ
る
の
か
︒
平
和
の
世
の
た

め
に
、
沢
山
の
宿
題
を
新
し
い
年
に
一

つ
で
も
多
く
実
現
し
よ
う
︒
（
典
）

し
い
年
を
迎
え
、
令
和
初
の
お

正
月
で
す
︒
新
し
い
心
を
持

ち
、
初
心
に
帰
り
、
恵
ま
れ
な
い
子
ど

も
た
ち
に
対
す
る
支
援
の
輪
を
広
め
よ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
︒
子
ど
も
の
気

持
ち
に
な
っ
て
考
え
る
一
年
で
あ
り
ま

す
よ
う
に
︒
（
金
）

争
で
失
わ
れ
る
命
あ
り
、
命
を

救
う
べ
く
支
援
す
る
命
が
奪
わ

れ
る
こ
と
あ
り
、
国
内
も
事
件
あ
り
︒

自
分
以
外
を
尊
重
す
る
心
が
足
り
な
い

か
ら
︒
環
境
問
題
も
然
り
︒
本
能
や
欲

望
よ
り
も
冷
(令
)静
な
理
性
を
働
か
せ

自
己
・

自
国
主
義
よ
り
も
美
し
く
心
を

寄
せ
合
い
和
す
る
時
代
へ
︒
（
川
）

べ
て
の
犠
牲
者
を
記
憶
に
と
ど

め
る
︱
昨
年
11
月
、
被
爆
地
・

広
島
を
訪
れ
た
ロ
ー
マ
教
皇
（
法
王
）

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
言
葉
で
す
︒
半
世
紀

近
く
前
に
取
材
し
た
被
爆
者
の
遺
族
の

声
を
思
い
出
し
、
改
め
て
核
廃
絶
へ
の

思
い
を
強
く
し
ま
し
た
︒
（
敏
）

国
連
難
民
高
等
弁
務
官
の
緒
方

貞
子
さ
ん
逝
く
︒
ク
ル
ド
や
ル

ワ
ン
ダ
な
ど
の
難
民
保
護
で
紛
争
地
を

駆
け
巡
っ
た
︒
﹁
何
よ
り
も
人
命
が
最

優
先
﹂
と
考
え
、
現
場
主
義
を
徹
底
し

た
行
動
は
、
J
A
F
S
の
姿
勢
と
重
な

っ
て
見
え
る
︒
合
掌
（
督
）

緒新戦す元
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募
金
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

ア
ジ
ア
の
安
全
な
飲
料
水
が
な
い
地
域
で

貧
困
に
苦
し
む
人
た
ち
を
支
援
す
る
活
動
に
使
わ
れ
ま
す

郵
便
振
替 00960-6-10835　

ア
ジ
ア
協
会
ア
ジ
ア
友
の
会

▲将来の夢は「警官になってこの村を
守るんだ！」＝2019年３月、ネパール
・シンドゥパルチョーク郡インドラワ
ティ村

◀表紙の写真　インドネシア、バリ島
で初の世界遺産として2012年に登録
された広大なジャティルウィ棚田（ラ
イステラス）。見学に訪れたアジア国
際ネットワークセミナー参加者たちの
周囲に、二期作、三期作で栽培された
イネが豊かに育っていた＝2019年10月
11日、４～９㌻にセミナーの特集記事

HPもご覧ください


